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Pla.1遺跡遠景（後方に高城を望む、



発刊にあたって

本書は長崎県立諌早高等学校附属中学校校舎建設工事に伴い平成21年度に実施

した「諌早家御屋敷跡」の発掘調査報告書です。

「諌早家御屋敷跡｣は中世に高来郡を支配した西郷氏にかわり、1587(天正15）

年に伊佐早の領主となった龍造寺氏、後の諌早家の屋敷跡で、別名「諌早陣屋」

とも呼ばれます。平成21年8月22日から9月8日にかけて実施した試掘調査に

よって新たに発見、周知された遺跡です。この屋敷跡は明治以降も存続し、1923

（大正12)年に県立諌早中学校（旧制）建設のため解体されたといわれています。

調査の結果、近代における区画のための石組み側溝や江戸時代の溝や礎石、ま

た安土桃山時代終末期頃の溝など屋敷にともなう遺構や、多くの肥前陶磁器や土

師器などの遺物が確認されています。特に諌早家の家紋である「昇り藤」をあし

らった瓦や染付は直接的に諌早家と関係するものであり、大変興味深いものです。

調査に際して諌早市教育委員会文化課、県立諌早高等学校などの多くの方々に

ご協力いただいたことに深く感謝しますとともに、本報告書が今後の諌早家、ま

たは諌早市における中近世研究の一助になれば幸いです。

平成23年3月31日

長崎県教育委員会教育長

寺田隆士
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1．本書は長崎県立諌早高等学校附属中学校棟建設工事に伴って平成21年度に実施した諌早家御屋敷

跡の発掘調査報告書である。

2．本書は平成22年度長崎県立諌早高等学校附属中学校棟建設工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

作成費にもとづいて発行した。

3．本事業は長崎県教育庁教育環境整備課が主体となり、調査主体は長崎県教育委員会が、調査担当

は長崎県教育庁学芸文化課および原の辻遺跡調査事務所（平成22年1月1日以降は長崎県埋蔵文化

財センター）が行った。

4．調査組織は下記の通りである。

(1)試掘調査

学芸文化課

課長補佐古門雅高

係長冨田和宏

文化財保護主事寺田正剛（※試掘調査）

文化財調査員川淵雅行（※試掘調査）

（2）本調査

学芸文化課

課長補佐古門雅高

係長冨田和宏

文化財保護主事寺田正剛（※本調査）

文化財調査員平田賢明（※本調査）

専門員高野晋司（※本調査）

原の辻遺跡調査事務所※平成21年12月31日まで

所長安楽勉

調査課長宮崎貴夫

調査係長川道寛

総務係長四辻義仁

主事生方佑典

文化財保護主事林隆広（※本調査）

長崎県埋蔵文化財センター※平成22年1月1日より

所長川久保芳洋

調査課長宮崎貴夫

調査係長川道寛

総務課長四辻義仁

主事生方佑典

文化財保護主事林隆広（※本調査整理報告）

文化財調査員河合恭典（※整理報告）

5．本書に収録した遺物の実測および製図は長崎県埋蔵文1

6．金属製品の透過エックス線撮影および､墨書の赤外線観3

7．本書収録の遺物、図面、写真類は長崎県埋蔵文化財セ8

8．平面直角座標は世界測地系を使用している。

9．本書の北は方眼北(G.N)と磁北(M.N)を使用してV

10．本書では挿図図版をFig.、表組図版をTab.、写真図版も

11.本書の執筆はI～Ⅳ章を林が、V章を河合が、Ⅵ章を1

12．本書の編集は林と河合が行った。

本書に収録した遺物の実測および製図は長崎県埋蔵文化財センターが行った。

金属製品の透過エックス線撮影および､墨書の赤外線観察は､長崎県埋蔵文化財センターにて行った。

本書収録の遺物、図面、写真類は長崎県埋蔵文化財センターで保管している。

平面直角座標は世界測地系を使用している。

本書の北は方眼北(G.N)と磁北(M.N)を使用している。

本書では挿図図版をFig.、表組図版をTab.、写真図版をPla.で表記している。

本書の執筆はI～Ⅳ章を林が、V章を河合が、Ⅵ章を林、河合が行った。

本書の編集は林と河合が行った。
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I遺跡の立地する地理的歴史的環境

諌早市は長崎県の中央部に位置し、北に大村市および佐賀県藤津郡太良町、西に長崎市と西彼杵郡

長与町、東に雲仙市と接する。市域の北側には多良山系の山地が窪え、西側は長崎半島、南側は島原

半島の付け根となっている。市域の北西側に大村湾、東側に有明海（諌早湾)、南側に橘湾の特徴あ

る3つの海に囲まれる。

諌早湾における干拓地など長崎県下最大の穀倉地帯を有する一方、近年は県内の交通結節点として

整備が進み、電子技術や航空宇宙関連など先端技術企業による多様な産業が集積している。

諌早の地名は「八幡宇佐宮御神領大鏡」に登場する「伊佐早村」が初見であるが、これには藤井宮

時という伊佐早村の本領主が宇佐弥勤寺の検校僧である円昭に伊佐早村の田畑を譲り、さらに円昭は

宇佐大宮司の公通に譲ったという内容が記されている。この寄進行為の時期は記されていないが､『八

幡宇佐宮御神領大鏡」が建久8（1197）年の宇佐大宮司公房による編纂であることから、さほど遡る

時期でない12世紀後半頃を想像できるが、ともかくも平安時代末には、伊佐早の地は宇佐神宮への寄

進地系荘園として存在したことが窺える。

その後、正応5（1292）年の『河上神社文書jには「伊佐早庄」が登場するが、これは仁和寺仏母

院御領となっており、宇佐神宮領から所有権が移っていることが窺える。また高来郡深江の地頭職で

あった安富氏の「深江文書」における土地売買証文に船越村の記述が見られるなど、土地を巡る争い

が鎌倉幕府に上訴された様子が見られ、まだ有力な領主の存在はなかったと思われる。

鎌倉幕府の崩壊後、建武の新政後に南北朝時代を迎えるが、この頃の伊佐早では北朝方として伊佐

早氏が船越城にいて北半分を支配し、南朝方として西郷氏が字木城（現在の有喜）にいて南半分を支

配して両朝対立の抗争が見られた。『九州治乱記」には探題の今川貞世（入道了俊）らが伊佐早方面

へ侵攻し、伊佐早氏や西郷氏の諸城と戦った様子が記されている。

南北朝の講和の後、室町幕府の開府によりしばしの安寧が訪れるが、応仁元(1467)年からはじまっ

た大乱により以後、百年にも及ぶ戦国時代へ突入する。応仁の大乱の後、文明年間（1469～87）に伊

佐早を支配したのは西郷尚善で、島原半島の日野江城主である有馬貴純の傘下として大村へ侵攻する

など活躍している。南北朝期に西郷氏と争った伊佐早氏は、この頃になると史料からその姿を消し、

消息不明となる。西郷氏のその後を記せば、尚善の次代は有馬晴純の弟の純久が養子となって継承し、

享禄・天文（1528～1555）年間に晴純の副将格として活動したとされる。天正(1573～1592)年間の

当主である次代の純尭は、有馬氏当主の有馬義貞や、西郷家と同様に有馬より養子に入って同盟関係

にあった大村純忠などキリシタン大名とにわかに離反し、嬉野の後藤貴明や松浦氏と同盟して大村、

長崎に度々侵攻し、龍造寺隆信に降った。次代を継いだ子の信尚は豊臣秀吉の九州の役に参陣せず不

興を買ったため、秀吉の許しを得た龍造寺家晴（諌早氏の祖）に居城の高城を攻められ、敗れて島原

に逃れた。その後、平戸に移住して子孫は松浦の家臣となったとされる。

天正15(1587)年に西郷氏を追った龍造寺家晴は、豊臣秀吉より2万2千5百石の朱印状を受けて

戦国大名として伊佐早を支配した。その領域は現在の諌早市と彼杵郡、藤津郡、小城郡の一部におよ

ぶ。しかし、佐賀では龍造寺氏から鍋島氏に実権が移り、家晴の次代である直孝は鍋島氏に遠慮して

－1－



姓と本拠地を「諌早」に改め、国家老として佐賀城内に居住するようになった。このように、龍造寺

改め諌早氏は大名から佐賀藩の家老職に、いわば「降格」したかたちだが、さらには慶長16（1611）

年に藤津郡七浦以東、小城郡まで1万石、元和7（1622）年に高来郡内の3千石を召し上げられ、知

行地は1万石程度となっている。この背景には、藩領35万余石のうち重臣（諌早・多久・須古・武雄

など）たちの知行地が多く、鍋島家の領地は約3分の1程度であったという佐賀藩が抱える財政問題

があったといわれる。

7代の茂晴の頃、元禄12（1699）年に本明川の大洪水があり、死者487人を数えた。この後、城下

町が現在の中央市街地に移されている。文化元（1804）年、11代の茂図の頃にも本明川の大洪水があ

り、下町、田代町、岡町などに被害があったほか、本明川にかかる橘すべてが流されている。このよ

うに本明川の洪水が度々起こっており、川に隣接する館も、かなりの被害を受けたのではないかと推

測される。

認醗:離縁瀞
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鶴 齢
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Fig.l遺跡位置図(1/20000)
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Ⅱ調査に至る経緯

1．試掘調査の経緯

平成23年4月に開設を予定している併設型中高一貫教育校「長崎県立諌早高等学校附属中学校」の

校舎建設事業計画が平成21年4月に策定された。建設予定地は長崎県立諌早高等学校内のテニスコー

トで、高城跡の東側低地部にあたる。周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、1864(文久4)年に作成

された「諌早城下図」では、御屋敷として描かれており、諌早家領主の屋敷跡とされている。このよ

うな歴史的背景に基づき、長崎県教育庁教育環境整備課と協議した結果、工事に先立ち試掘調査を実

施することで合意した。

試掘調査は平成21年8月22日から9月8日にかけて、調査而積16㎡(2m×2m試掘坑を4ケ所）

を対象に実施した。その結果、すべての調査区から室町時代から江戸時代にかけての遺構や遺物包含

層が確認されたため、新たに「諌早家御屋敷跡」として周知されるに至った。

以下は各試掘坑の調査成果概要である。

TP1(第1試掘坑）…地表下約1mで柱穴9基確認。柱穴の埋土から土師器Ⅲ小片が出土、室町

時代から江戸時代にかけての遺構と推測される。また埋土が異なる柱穴があり、いくつかの時期にま

たがる建物の跡があることが推測される。

TP2(第2試掘坑）…地表下約1.5mで幅約1.3mの南北方向に流れる溝跡を確認。遺構内はわず

かに湧水があり、本明川と池（御書院）を結ぶ満の可能‘性がある。「諌早領主家間取り図」で描かれ

る屋敷内に導水する溝の一部である可能‘性もある。

TP3(第3試掘坑）…地表下約1.8mで最下層の砂喋層から横木と杭列を確認。砂喋層には幕末以

降の瓦・陶磁器などの遺物が多数含まれており、江戸時代から続く濠跡の可能性が強い。

TP4(第4試掘坑）…地表下約1mで江戸時代中期の遺物包含層が確認され、地表下約1.6mの砂

喋層まで続く。また調査区の東側半分は約1.6mまで撹乱層が堆積し、下層には角喋が多く含まれる。

このような調査成果を得て、長崎県教育庁教育環境整備課と再度協議し、工事着手前に記録保存を

目的とする本調査を実施することで合意した。

2．本調査の経緯

本調査は平成21年11月30日から平成22年2月4日にかけて、調査面積754㎡を対象に実施した。ま

ずはテニスコートの人工芝除去作業を行い、その後重機による表土掘削を行った。表土掘削ではテニ

スコートに伴うアスファルト面や、ガラス片などが混じる現代の造成土を平均0.8mほど掘り下げた。

下層に行くにつれ、現代のガラス片などの混じりが少なくなり、江戸時代後期～明治時代に焼かれた

陶磁器類が徐々に出土し始めため、掘り下げを重機から人力に変更した。

人力による掘り下げ作業を進めると、調査区を東西､南北の2つの方向に走る石組の側溝(SDH01)

が検出された。溝を覆う埋土からは明治時代の陶磁器が出土し、当該期に廃絶したものと考えられる。

また近世以降に造成されたと思われる堆横層には満（SDO2・SDO4、SD06、SD07、SD08、SD10)や

礎石(SJ01)、井戸(SE01)や不明遺構(SX01，SX02)、および第1期面検出ピット群(SP001～200)

が検出された。
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これら近世から近代の堆積層をさらに掘り下げると、調査区南側で粘土質の、東側では砂喋層の安

定した堆積が確認され、その上面には中世末から近世初頭の遺構である溝(SD03、SD05、SD08、SD

O9、SDH、SD12、SD13)や井戸(SE02)、不明遺構(SX03)や第2期面検出ピット群(SP501～684)

が確認された。また北東側では、安定した粘土質の堆積は見られず、遺物を含まない青灰色の粘土層

が検出された。
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Fig.2試掘調査区位置図
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テニスコート造成層
〆

｜
■
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】
一

》
層位番号

1

2

3

4

5

土色 土質・注記

褐灰色撹乱層

褐灰色鉄分沈着土

やや暗い褐灰色炭化物混在土

黒褐色炭化物混在土

褐灰色硬質土、炭化物・赤色土粒混在

１
Ｍ
畔
言
１
１
〕

０
０
１
１
０
９
、

7.5YR4/1

※3～5層中世～近世遺物包含層

Tab.1試掘調査TP1土層観察表

TP2

標高=6.0m
－ 〆

※3～5層中世～近世遺物包含層

Tab.2試掘調査TP2土層観察表

2m

Fig.3試掘調査平面図・土層断面図①(1/40)
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暦位番号’土色 土質・注記
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2l0YR4/4褐色砂質土間に粘土層をはさず

にぶい黄褐色粘土質鉄分混在

41()YR4/1褐灰‘色粘質土瓦を含む
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褐色砂混じり粘質土鉄分沈着炭化物
を含む

610YR5/1樹嚇簿識悪に周藤桟瓦板
Tab.3試掘調査TP3土層観察表

一
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隔位番号’土色

鰯

土質・注記

I10YR4/2灰黄褐色撹乱層

210YR4/4褐色砂層

310YR4/4褐灰色炭化物等混在土

4l()YR4/4褐灰色炭化物等混在土焼土など見られ局

51()YR3/1黒褐色砂混じり炭化物混在硬質二

61()YR3/1黒褐色砂混じり硬質土炭化物少ない

710YR3/1黒褐色砂喋土層

砂篠層川床力

※4～7層近世遺物包含層

Tab.4試掘調査TP4土層観察表

テニスコート造成層

一一一一一一一一

J

弾-1

'一一ー ･■一一

2m

Fig.4試掘調査平面図・土層断面図②(1/40)
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Ⅲ層序

本調査区において確認された土層を7つに分層し、以下に説明する。なお、細分化された各層位の

土層注記については、Tab.1～4で表示している。

．’層…テニスコートや､それ以前のバレーコート造営時の造成土である。アスファルトやコンクリー

ト、ガラス片など現代のものが混入する。重機で掘削した。

．Ⅱ層…テニスコートやバレーコート造営時の基礎と思われるバラス層である。l～2センチ程の砕

石が敷かれている。重機で掘削した。

．Ⅲ層…近代の遺物包含層で造成土と思われる。石組側溝(SDH01)はⅢb層に掘り込まれるため、

層位内で堆積に時期差があると考えられるが、含まれる遺物の年代観からは明瞭な違いが見いだせ

なかった。一部、重機で掘削している。

．Ⅳ層…近世中期から後期の堆積土である。調査区南側で検出された溝状遺構の堆積土を中心にⅣ層

と分類したが、調査区東側では不明瞭であった。

．V層…調査区南側および東側で確認され、2号溝(SD02およびSD04)、6号溝(SD06)、7号溝

(SD07)、8号溝(SD08)、10号満(SD10)、1号礎石(SJ01)、1号井戸(SE01)、1号不明遺構

(SX01)、2号不明遺椛(SX02)、第1期面検出ピット群(SP001～200)の遺構が掘り込まれる面

となる。この層位から出土した遺物の下限年代観から、近世初頭に造成されたものと思われる。

．Ⅵ層…調査区北東側に堆積する。Ⅲ層に含まれる桟瓦などの瓦喋が食い込むが、基本的には無遺物

層と判断した。強い粘性で水分の多い堆積層であり、色調は青灰色である。砂を含む土層や、黒褐

色の有機質が腐敗したような土層もあるため、水性堆積である可能‘性が高い。調査区の北を流れる

本明川が蛇行した痕跡ではないかと推測される。

．Ⅶ層…自然堆積の無遺物層である。3号瀧(SD03)、5号溝(SD05)、8号溝(SD08)、9号溝(SD

O9)、11号溝(SDH)、12号満(SD12)、13号溝(SD13)、2号井戸(SE02)、3号不明遺構(SX03)、

第2期面検出ピット群(SP501～684)が掘り込まれる。調査区南側は玄武岩の風化した粘質土、

調査区東側は小磯層で土質が異なる。調査区東側の小喋層は、本明川の河川堆積によるものと思わ

れる。

この調査区において推測される土層堆積の経緯としては、まず調査区南側の玄武岩が風化したⅦ層

が基盤層として太古から存在し、その北側に本明川から供給された小喋が堆積して調査区東側のⅦ層

を形成する。調査区北東側が地形的に落ち込み、湿地のような状況だったことがⅥ層の様相から推測

されるが、これは本明川が時代によって流れを変え、調査区北東側を扶るように蛇行した結果ではな

いかと思われる。Ⅲ層は、この落ち込みに瓦喋（瓦片や木片など）を投棄して基礎固めを行い、その

上に客土を入れて造成した堆積土であると判断した。
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層値番号｜土色｜土簡職層位番号’土色 土鷺･注記 西壁

禍灰(Huc7.5YR5/l テニスコートの

明甜禍(HuelOYR6/6、 北側の部分に樋(HuclOYR6/6)を含む
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Ⅳ遺構

1．溝跡

（1）石組側溝(SDH01)

調査区全体に広がる石組みの区画瀧である。広範囲に渡るため、便宜上、①～⑤に分けている。①

は長さが約15m、②は長さが17mあり、ともに南北方向に直線的に延びる。③は長さが5m、④は長

さが9m、⑤は長さが10mあり、いずれも南北方向に直線的に延びる。調査区北側で①と④が、調査

区中央部で①と③および⑤が直角に接続する。①と②、③と⑤の接続は食い違い状となり、直線的に

は接続しない。石組みに用いられる石は、大きいもので幅50センチ強あるが、小さな石も多く見られ、

規則性は見受けられない。①と③および⑤は石組みが自重で沈下しないように胴木を敷いており、ま

た①のみに石組みの裏には砕石を裏込石として入れている。米石の一部を掘削したところ板ガラスが

検出された。①と③および⑤は水はけの悪い湿地を埋め立てて造成した空間に位置するため、沈下を

防ぐ必要があったと思われる。②と④には胴木が見られないが、これは比較的安定した土壌に位置す

るためである。④の一部は石組みが見られないが、これは後世に削平を受けている可能性がある。遺

構の充填土から出土した遺物は近世の陶磁器が中心であるが、裏込石から板ガラスが出土しているた

め、この遺構の構築時期は比較的新しい時期と思われ、幕末から近代初頭を想定している。諌早家御

屋敷跡の最終期における遺構と思われる。

（2）1号溝(SD01)

調査区の西側に位置し、北北東から南南西方向に延びる溝である。南側および北側は調査区外へ続

く。重機による表土剥ぎの段階から人頭大以上の石列が検出された。現代の暗渠と思われたため、石

列は重機によって部分的に飛ばされている。調査区西側にトレンチ（以下、西側トレンチ）を設定し

て掘削を行った際、に北側と南側で溝が分断されるかと思われたが、埋土を掘削した結果、一連の溝

であることが改めて確認できた。

調査区南側においては、遺構の断面は方形または逆台形を呈する。調査区北側では1号溝埋土と下

層であるⅥ層とがよく似ているため、床面の形状は判然としなかった。

埋土は灰青色､または灰色でやや粘質が強い｡調査区北側の西壁では2～3段の石積みが一部に残っ

ており、本来は石積みの溝であった可能'性がある。埋土から教科書カバーや万年筆が出土するため、

調査区内で最も新しい遺構であると思われる。

（3）2号溝（sDO2・sDO4）

調査区の中央部に位置し、東西方向に延びる溝である。西側は調査区外へ延びると思われる。西側

トレンチを掘削していた際に2列の石列が確認された(SD02)。また、調査区中央部に広がる灰色の

喋層を掘削した後の第1期面において確認された(SD04)。

壁面はほぼ垂直に掘り込まれており、断面は方形または逆台形を呈する。床面は平坦で、東側から

溝の中央付近までは緩やかに、溝中央付近から西側ではやや急角度で西に傾斜する。

埋土は溝東側から中央付近まではl層で灰色～灰黒色を呈する。溝中央付近から西側では2層に分
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かれ、上層は灰色～灰黒色、下層は灰青色に近く、粘‘性が非常に強い。

1号溝(SD01)に切られる。5号溝(SD05)とも切り合い関係にあるが、新旧関係は判然としな

い◎

（4）3号溝(SD03)

調査区南側に位置し、西側トレンチを掘削していた際に2列の石列が確認された。東西方向に延び、

西側は調査区外へ続くと思われる。

石列は北側と南側で様相が異なる。北側の石列は南側に比べて喋が小さく、並びも規則性がない。

喋は北側で拳大～人頭大、南側で人頭大のものを使用し、2段積んでいる所も見られる。石列の南側

では、石列の掘り方と思われる遺構線も見られる。

埋土は黒褐色～灰褐色で粘質がやや強い。1号溝(SD01)に切られる。5号溝(SD05)とも切り

合い関係があるが、新旧関係はよく分からなかった。

（5）5号溝(SD05)

調査区南側をやや湾曲しつつ北西から南西へ延びる溝である。第1期面の遺構精査時に、調査区南

側中央付近の包含層（灰色の篠混じり層）を除去した際に、2号溝(SD02)へ続くと想定された北

西～南東方向へ延びる2列の石列が確認された。その後、下層確認および切り合い関係を把握するた

めにサブトレンチを設定して埋土観察を行ったところ、5号溝(SD05)が埋没した後にこの石列が

構築されていることが分かり、2号溝(SD02)とは別の遺構と判断した。

床面は南東から北東にかけて浅くなる。また南東側は幅が広く平坦で、北西に向かうにつれて幅が

狭くなり、床面も「U」字状を呈するようになる。溝の立ち上がりは緩やかである。

埋土は3層確認された。溝の下層には灰色粘質中に拳大～人頭大の操が混じる土の堆積が見られる。

中層には鉄分が酸化して沈着したような硬く薄い土が堆積し、上層には灰色～灰黒色粘質土に拳大～

人頭大の喋が混じる土が堆積していた。そしてこの上層の上に石列が構築されているようである。

土師皿が集中して出土している。それら土師皿は欠損が少なく、重なる状況も見られる。饗宴や祭

祁の痕跡と思われる。埋没時期は遺構充填土に含まれる遺物の年代観から中世末～近世初頭と判断し

ている。

（6）6号溝(SD06)

調査区の東側に位置し、やや湾曲しながら東西方向に延びる溝である。第1期面の遺構検出におい

て確認されたが、遺構の平面形が不明瞭であったため、やや確認面よりも掘り下げて検出している。

床面はほぼ平坦で、壁面は緩やかに立ち上がる。埋土は黒褐色の砂質土に拳大の円喋が多く詰まる土

である。8号溝(SD08)に切られる。

（7）7号溝(SD07)

調査区東側に位置し、ほぼ東西方向に走る溝である。東側は調査区外へと続くと思われる。重機に

よる表土剥ぎ後の遺構精査時に拳大～人頭大ほどの操の詰まった溝を確認したが、当初は暗渠と判断
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していた。第1期面の遺構精査時に喋層を除去した際、溝の遺構線を確認した。

断面は方形を呈し、床面は平坦で東西の標高差はほとんど見られない。埋土は上層で拳大～人頭大

の操が見られ、下層では黒褐色～暗灰黄色を呈する。石組側溝④(SDH01)、8号溝(SD08)に切ら

れる。9号溝(SD09)を切る。

（8）8号溝(SD08)

調査区東側に位置し、南北方向に延びる溝である。南北方向とも調査区外へ延びると思われる。重

機による表土剥ぎ後の遺構精査時に、拳大程の蝶が調査区南壁から石組側溝④(SDH01)まで延びる

状況が確認された。第1期面の遺構検出時に喋を除去した際に溝の遺構線が確認された。実測後に第

2期面で遺構検出を行ったところ、第1期面検出のほぼ真下に幅広で同軸方向の溝が検出された。調

査区南側壁面での土層観察により、第1期面検出の溝と、第2期面検出の溝は時期差のある同じ溝で

あると判断した。

第1期面検出の溝は断面が緩やかな「U」字状を呈する。第2期面検出の満の床面はほぼ平坦で、

壁面は南側で緩やかに立ち上がるものの、北側ではやや急角度で立ち上がる。埋土はl層で、黒褐色

粘質土である。6号溝(SD06)と7号溝(SD07)を切る。第2期面の溝の床面からほぞ穴のある材

木が出土しているが、これには丸釘が見られたため新しい遺構といえる。

（9）9号溝(SD09)

調査区の東側に位置し、南北に延びる溝である。南側は6号溝手前で、北側は調査区北側のトレン

チ手前で終端する。第2期面での検出で、7号溝掘削後の床面に溝の遺構線が確認された。断面は方

形から逆台形状を呈する。床面はほぼ平坦で、壁面はやや急角度に立ち上がる。埋土は黒褐色～暗灰

黄色粘質土で、7号溝(SD07)に切られる。

⑩10号溝(SD10)

調査区の中央部に位置し、東西に延びる溝である。東側は途中で終端する。埋土は拳大～人頭大程

の喋層である。石組側溝⑤(SDH01)に接することから、これに付随する溝である可能性もある。

（11）11号溝(SDH)

調査区の中央部に位置し、東西に延びる溝である。第2期面の遺構検出時に確認された。石組側溝

②(SDH01)を掘削した際、床面に溝の遺構線が確認された。平面形はほぼ長方形、床面は平坦で断

面は逆台形状を呈し、壁面は急である。埋土は灰色～灰黒色の，層である。遺構の規模や断面形など、

2号溝(SD04)によく似ている。

(12)12号溝(SD12)

西側トレンチの中央付近に位置し、北西～南東方向に走る。溝の南側は2号溝の北側で終端し、溝

の北側は調査区外へ延びると思われる。試掘調査におけるTP(試掘坑)2で確認された溝と同一遺

構と思われる。床面は平坦で、壁面は急である。埋土は1層で、灰色～灰黒色を呈する。
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63）13号溝(SD13)

西側トレンチの中央付近に位置し、遺構の東端と思われる部分のみ検出した。ほぼ半円に近い形状

である。埋土には拳大～人頭大の喋が混入する。

2．井戸跡

（1）1号井戸(SE01)

調査区の中央部に位置し、1号不明遺構(SX01)と近接する。両者の切り合いの有無は判然とし

ない。第1期面の精査時に検出したが、当初は拳大の角石や丸石が多く敷き詰められていたため、礎

石と判断していた。しかし記録しながら石を取り除くと、垂直な掘り込みが確認されたため井戸跡と

判断した。

（2）2号井戸(SE02)

調査区の中央部に位置し、1号井戸(SE01)に隣接する。第2期面の精査時に検出した。1号井

戸は掘り込みを埋めるように磯が入れられていたが、この2号井戸には裸は入れられていない。

3．その他

（1）1号土坑(SK01)

調査区の南西側に位置し、1号識(SD01)に切られると思われる。遺構は不定形で、重機による

表土剥ぎ後の精査で検出した。本瓦などが出土したが、一方でビニールが出土し、また油が染み出す

などしたため、現代の撹乱である可能‘性が高いと思われる。

（2）1号礎石(SJO)

調査区の南側、1号土坑(SK01)の東側に位置する。重機による表土剥ぎ後の掘削で検出した。

遺構は楕円形で長軸1.5m，短軸1.2mを測るo0.3mほどの掘り込みがあり、床面はほぼ平坦である。

拳大から人頭大の喋が敷き詰められている。

（3）1号不明遺構(SX01)

調査区中央部、1号井戸(SE01)の南側で位置し、第1期面の遺構精査時に検出した。遺構の平

面形は隅丸長方形で、断面は方形を呈する。北東～南西方向に木材が1本出土している。埋土からコ

ンクリート片が出土していることから、構築時期は新しく、近現代の遺構と思われる。

（4）2号不明遺構(SX02)

調査区中央部、2号溝(SD04)の北側に位置し、第1期面の遺構精査時に検出した。遺構の平面

形は隅丸長方形で、断面は方形を呈する。北東～南西方向に木材が1本出土している。1号不明遺構

(SX01)と同じ構造のため、同時期の構築と推定される。
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（5）3号不明遺構(SX03)

調査区西側の南東隅に位置し、第2期面の遺構精査時に検出した。平面形は歪な楕円形を呈し、床

面は平坦である。埋土はl層で灰褐色～灰黒色粘質土で、北西側から拳大～人頭大の篠がまとまって

出土した。5号溝(SD05)と切り合い関係にあるが、新旧関係は判然としない。5号溝と関係のあ

る遺構である可能性も高い。

（6）胞衣壷

調査区東側、14号溝(SD14)の西側に位置し、第1期面の遺構精査時に検出した。直径0.3m程の

円形の掘り込みで深さは0.1m◎褐紬の唐津系土瓶を唐津系二彩陶器片で封じるように据えられてい

る。

（7）ピット

個別の遺構平面図および断面図は紙面の都合で割愛する。以下、検出面ごとに説明する。

①第1期面

204基を確認した。分布する範囲はⅦ層の堆積が認められる調査区東側および調査区中央部から南

西側にかけてで、調査区北西側のⅢ層が堆積する範囲には存在しない。遺構に充填する土は黒褐色系

と茶褐色系の2種類があるが、その差違は判然としない。明確に掘立柱建物となる配置の柱穴は確認

できない。ただし充填土の中に人頭大の喋があるものや、また2段掘りとなるものも存在することか

ら、構造物（建築物）の基礎であったピットも存在すると思われる。比較的小径（30センチ以下）の

ピットがある区域に密集するような様相を見せる。

遺構から出土した遺物はTab.7～8にまとめている。同じ検出面であるが、各ピットから出土した

遺物にまとまった年代観は見られない。弥生土器や古代（平城京時代か？）の須恵器、中世の貿易陶

磁器に肥前陶磁器、時期不明の土師片など各種見られることから、遺構が埋没する段階での混入と思

われる。遺構全体としては江戸時代における掘り込みと判断している。

②第2期面

175基を確認した。分布する範囲は第1期面と同様で、Ⅶ層の堆積が認められる調査区東側および

中央部から南西部にかけてである。遺構に充填する土はほぼ茶褐色である。調査区東側と南西部では

やや様相が異なる。調査区南西部は全体的にまばらな分布を見せ、特に調査区南西部では小径（30セ

ンチ以下）のピットが多い。一方、東部は比較的大きな径のピットの比率が高く、また510a～509-

506～503～504と同じような径のピットが1m程度の間隔で並ぶような配置を見せる。遺構充填土に

含まれる遺物は土師器片が多く、中国白磁や施紬陶器などが散見される程度で、遺構構築の時期判断

が非常に難しい。第2期面を覆う埋土であるV層が近世初頭における造成層であると判断されること

から、5号溝(SD5)と同じく中世末から近世初頭を下限とする年代観が与えられるものの、上限

については判然としない。
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SP番号 上場標綻 中段標高 下場標潤 出土遺物製 SP番号 上場標高 中段標商 下場標滴 出土遮物等

S皿 記録な｛ 土師 SPO7Z 5．14 5.012 4.944 土師

S叩 記録な｛ 土師中白 SPO別 113 4 766 土師

S皿 記録な’ 土師杯 sPO7f 142 4 935 土師

S” 記録な｛ SPO託 109 4.964 4910

S” 記録な’ 土師 sPO71 133
戸
ｈ
』 ㈹7 土師

S皿 記録な’ 染付？ SPO鹿 142 4995

S叩 記録な’ 土師中白 SPO7f 126 4.971 4 961

S皿 記録な’ 土師 SPO8（ 183 4929

S叩 記録な’ 土師杯中唯 SPO81 01 4.93〔 4808

S”］ 記録な’ 土師 SPO822 03 4.90： 4 890

S”1 5.153 ／ 4.971 土師 SI〕O82b 鯛 4.730 4464

SPO］ l5C ／ 961 SPO鉦 記録なし

SPO］ l8C ／ 08： SPO税 記録なし 土師材

S”】 155 5.〔)モ 03 SPO853 5.鯛 4．8a 4.684 土師

SPO】 1艶 ／ 081 SPO85b 似 4 675

S”】 186 ／ 951 SPO8〔 “ 4633

SPO］ 171 ／ 881 SPO81 05 4825

S”1 157 ／ 851 土 SPO8f 105 4925

SPO】 157 4．95’ 77： 土師 SPO8（ 鯛 4 76C 土師

SPO2 116 ／ “1 SPO9（ 卵5 4 728 土師

SPO2 111 ／ 78 土師中間 SPO9］ 01 4 795

SPO2 l1E 4.7〔 741 土師 S”92 05 4 761 土師材

SPO2 165 ／ 861 土師材 SPO9: 915 4．578 4 4鮒 土師須卿

SPO2 122 ／ “； 土師 SPO伽 03 4．985 4 813

SPO2 1Ⅸ 5.㈹1 921 土師中白碗 S”953 034 4 8沼 土師須恵翌（束播）中E

S”2 16（ ／ ” 土師材 S”95b “7 4 810

SPO2 ／
ノ 131 S噸5（ 985 4 8“

SPO2 5.16§ ／ 12； S”95. 890 4 “E

SPO2 157 ／ ” 土師中白中背碗〈龍泉1 S”9（ 009 4 893

SPO3 15$ ／ 82 SI畑1 915 4 72E

S唖 174 ／ 021 S”98 984 4 863

S唖 l7f ／ 88 S”9（ 979 4.823 4 752 土師

S”2 l6E ／ ” SPI的 983 4．550 4 482

S” 167 ／ 92 SPlO】 993 4 51〔

S” 15〔 ／ 91： SP10Z 983 4 71§ 土師中I：

S唖 l3f ／ 05 土師 SPlⅨ 986 4,784 4 52〔

S噸 164 ／ 031 土闘 SPla 9“ 4 72】

S噸， 鰍 4.901 731 SPlO5 ㈹9 4 69§ 須恵発（束播）

S”3 17モ 4.923 73, 土:i SPlO6 975 4 8託 土師

S恥’ 151 ／ 98 SP107 記録なし

S” 11（ 5,蛇1 961 SPlO8 4．99 4.912

S叩 124 ／ 85‘ 土師杯染付(東南亜？）弥当 SP109 5.唖 4,6Z 4．414 土師饗

SPO4 10f ／ 011 土師中E SP110a 4．91 4.弱2 土師中白Ⅲ1

SP似 152 ／ 蛇‘ SP110b 4．92 4.釦3

SP“ 14（ ／ 09 土8i SPll］ 記録なし

SP“ 17（ ノ 認 土師材 SPll2 4．92 4.621

SP“ 記録な’ 土師村 SP113 917 4 7醜

S邸 5.16〔 ／ 4.941 土師材 SPll4 921 4 71f

S剛 16（ ／ 10 土、 SP115 986 4．76 4 602 肥前染付小杯

S”5 16（ ／ 91’ 土師施陶（朝鮮？ SPll6 986 4 94（ 土師

S”（ 164 ／ 93 SPll7 977 』 881 土師

S”52』 174 ／ 97’ 土師須忠 SP119 879
ｊ
〃
巴
４ 641

S”521 ／ 99 SPl20 879 と 715 土師杯

S”5 5.17（ ／ ” 曽畑（縄文 SPl2 5蛇1
ｊ
〃
』
４ 769

S”5 174 ／ 的 SPl2： 鈴0 4.764
ｊ
一
〃
四
Ｊ 525 土師杯中

S”5 18（ ／ 12’ SP12： 910 4.731
ｊ
〃
』
Ｉ 57〔

SPO5 17（ 95 二1 SPl2 882 4.52； イ 329

SPO5 1位 07 中屈 SPl2I 蛇3 4.8劇 4 325

SPO58 16】 98 土81 SPl2（ 973 4 91： 土師杯

sPO59 1劇 』 94 土81 SPl2’ 977 4.711 4 615 土師

S恥0 154 I 112 SPl291
Ｒ
ｕ 帥8 4.縄‘ 4 826

SP“1 l劇 』 01 土師中白瓦質描鼻 SPl291 5 015 905

S恥2 21（ ‘ 07 SP131
目
〕 015 785 土師

SPO63 181 』 07 SPl3 4 970 732 土師杯

S恥4 2Ⅸ 』 95 土、 SPl31
戸
崎
〕 013 4 387 土師杯

S恥5 18』 ‘ 93 SPl3： 5 014 ‘395 土師青花中白輪花皿施陶

S恥6 記録なし 土師施陶（唐津）背ｲ’ SPl3‘
声
聞
〕 023 738 土師

S恥7 記録なし SPl31
Ｅ
ｕ ⅨX） 871

S恥 記録なし 土師須恵瓦質握鉢（東揃 SP131 5㈹5 570

S噸9 5.16: ‘ 4.84 土Hi SP13‘ 記録なし

S”70 5.174 5.060 4．99 須恵杯（平城？ SPl31 4.9魂 4．60 4.3“

S”71 5.141 ‘ 4．88 須恵杯（平城？ SP131 4.9部 4.898

S”72 5,161 4.924 4．79 土師桐 SPl41 4.969 4.刺1
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sP番号 上場標泊 中段標調 下場標商 出土遺物等

SPl41 4．97 4．62

SP142 4．％1 610

SP143 4.961 4.826 698 土師榊

SP144 4.妬1 795

SP145 〃 827

SP146 5.01’ ”1

SP147 91’ 740

SPl48 “ 5帥 中白碗（口謝

SPl49 87 821

SP1別 “ 49 土師糊

SPl51 77’ 4.5別 3“ 土師梢

SP152 87, 6閃

SP153 “ 592

SP1別 記録なL

SPl55 4.871 4.83

SPl弱 84 釦7 土師桐

SP157 95 利4 土師中白

SP1艶 蹄 4.755 532

SP1副 87 4.“7 3弱 中I

SP1刷 ” 鯛2 土闘

SP161 111 9縄 土間

SP162 13’ 957

SP163 10 躯

SP1団 11’ 987

SPl65 “ 945 土間

SP1師 銘 851

SP167 ” 閲5

SP168 ” 妬5

SPl69 ” 4.943 87

SPl70 卯 髄

SPl71 ” 舵

SPl72 10 鋼

SPl沼 ” 別

SPl沼 871 恋

SPl別 ” 91

SPl75 991 95

SPlだ 99 91

SPl77 5.011 91

SPl78 5.011 髄 土師桐

SPl79 97’ 712

SPl別 ” 4.768 62 土師桐

SPl81 ” 87 土間

SP1艶 ” 4.851 65 土師桐

SP1縄 ” 81 土師瓦質施脚

SPI劃 01； 87

SPl85 ” 79

SP1髄 011 妬

SPl87 95 4.770 61 肥前染付施袖(暦津）中滑碗(閲泉

SPl錦 97 91

SP189 ” 別

SPl卯 871 47

SP191 85 別

SP192 871 69

SPl93 記録なL 中腎碗（塊泉）焼締陶！

SPl別 4．92 4.利

SPl95 4.83 4.59

SPl艶 4.” 4.帥 土師中腎碗（剛泉

SPl97 4.” 4．713 4.侭

SPl兜 記録なL

SP199 4.83 4.726 4．43 土師判

SP2㈹ 4.921 4．69 土師御

sP番鼎 上場標滴 中段棉商 下嶋標而 出土遺物輔

SP別 記録なし

SP別 4.7弱 4.72f 4.151 土師

SP別 4 7刷 102

SP” 4 73〔 4.錦 ；978 須恵発中白1m

SP別 4 712 4.49 303 施陶土師中白肥前青磁

SP別 4 7明 4．5蟹 311

SP別 4 71〔 4.“（ 279

SP” 4 71〔 653

SP釦 4 722 756

SP51aI 4 7段 4.62（ 411

SP510b 4 7蟹 511

SP51 4 77§ 4.57（ 431

SP51I 4 769 713

SP51： 4 7Ⅸ 4刑 土師皿

SP51 記録なし

SP51 記録なL

SP51 4.775 4.別C

SP511 4.“2 4.2別 土師

SP51i 記録なし

SP511 記録なL

SP52（ 4.班 4.703

SP艶 ‘ 4.理（ 4.661

SP艶I 4.別5 土師杯

SP5顔 4 72喝 4.611

SP記 4 鯉2 4.73（ 613

SP艶I 4 8甑 725

SP艶（ 4 833 』 527

SP艶1 4 別2 4.62〔 444C

SP艶I 4虹 637 中白碗

SP艶（ 4 765 4.駒’ 4482

SP弱（ 記録なし

SP弱 4.7妬 4．57

SP弱： 4別（ 4.60 釦8 土師

SP調《 4 畑 副0

SP認 4 ”1 ‘ 班

S噸（ 4 810 ‘ 4鯛

SP認（ 4 63C ：82C 土師

SP認1 4 鍬 ： 72C

SP弱I 4 皿 4 ”

SP53（ 4870 ‘ 7例

S蝿（ 4別0 82C

S剛 4 油 知

SP512 4 祇 “0

SP別 4 7別 4.63 260 土師

SP別 4 730 別0

SP別（ 肥録なし

SP別（ 4.820 4.770

SP別1 4.820 4.810

SP別〔 4.8釦 4.7m 4.670

SP別’ 記録なし

SP5劇 記録なし

SP55 記録なし 肥前白磁紅Ⅲ1

SP551 4.7印 4.530 土師

SP55 4 7帥 610 土師杯

SP55 4820 ‘ 710 土師

SP55 4 820 770

SP55 4 縄0 7釦

SP55 4” 伽 土師杯

S馬5 4卿 』 770

SP551 4縄0
ｊ
〃
凸
Ｉ ”

SP56 4銘0 4.841
ｊ
〃
い
Ｉ 670 土師中白

SP56 48Ⅸ） 4.641
ｊ
〃
凸
Ｉ 5駒

SP561 4卸 』 鯛0

SP56 4 8卯 イ 7卯 土師杯

SP56 48帥
ｊ
〃
や
Ｉ 570

SP弱’ 4 890
ｊ
〃
四
Ｊ 別 0

SP鍋 4 9側
‐
〃
四
Ｊ 860

SP弱’ 4880 4 73（

SP561 4 8副） 4 芯

SP調1 妃録なし 瓦髄

SP571 4.840 4.760 土師杯

SP57 4.820 4.540

S妬71 4.840 4.730



卜標高一覧表

中国青磁の略

sP番畏 上珊標祇 中段標荊 下場標涜 出土過物専 SP番号 上場標高 中段標高 下場標浪 出土遺物等

SP57 4.8甑 ／ 4．63 S妬4〔 4．92 ／ 4.8側 土師杯中青（髄泉

S閥7 8凱 ／ 721 SP641 4.94 ／ 4.710

S妬7 ‘ 別（ ／ 7劇 S”1〔 記録なし

SP57 8副 ／ 771 SP64（ 4．93 ／ 4.610 中I

S妬7 ‘ 8別 ／ 821 SP6劇 97 ／ 4880

SP57 ‘ 8K ／ 741 S1毛51 98 ノノ 4 知

SP57 ‘ 砥 ／ 7馴 SP652 帥 ／ 4 6釦 須恵壷

SP5f ‘ ” ／ 721 S岡氏 閃 ／ 4 670 土師杯

SP謎 記録な（ S両馴 99 ､／ 4 6㈹

SP5f 記録な｛ S師5§ 弱 ／ 4 449

S畷 4.87C 4．80 4.771 S1毛斑 785 4.55｛ 4 422

SP謎 4.87（ ／ ‘1.681 S1毛51 7” 4.41〔 4 303

SP謎 4.虹
‐
ノ
ノ 4.711 S閉裂 85 多〃 4 575

SP謎 4.虹 ／ 4.671 S馬5〔 7” 型〃 4 375

SP謎 記録な【 S配烈 67 4．59【 4 219

SP謎 記録な【 S閉71 710 ／ 4607

SP謎 記録な’ SP672 777 4.67〔 4 銘0

SP5E 4.83（ ／ 4.鱒I SP6流 88 ／ 4 利0

SP59 4.躯 ／ 4.5劇 S門別 別 4.76（ 4 7”

SP59 ／ 4.771 S”7§ 89 ／ 4 7釦

SP59 4.砥 ／ 4.5剛 土師施陶1 S閉7（ 89 4.82〔 4 660

SP5E 記録な［ SP671 帥 ／ 4 510

SP5g 4.縄6 ／ 4.571 SP6流 記録なし

SP59 ／ 7劇 S両7〔 4.鯛 ／ 4.知

SP59 ／ 731 SP6Ⅸ 閉 ／ 4 2印

SP5G 4.8別
’
ノ
ノ 641 SP681 86 ／ 4 73〔

SP59 ‘ 虹 ／ 791 SP682 87 4.860 4610

SPⅨ ‘ 85〔 ／ 531 SP6駁 69 ／ 4 635

SPⅨ 87C 4.83’ 781 土師施陶？ SP684 710 4．671 4 邸C

SPⅨ

SP6（

SPⅨ

SP6（

SP6〔

SP6（

SPⅨ

SPⅨ

SP6】

SP61

SP61

SP6】

S妬】

S妬I

S”】

S妬】

S妬】

S”】

S妬2’

S”2

S閉2

S妬Z

S妬2

S”

S妬2

S”2

S”2

S”2

S函

S眠

S”2

88〔

‘槌〔

‘ 8甑

記録な【

4.虹

4.86（

4.88〔

記録な［

4.93〔

93（

‘ 93（

9Ⅸ

”

皿

8駅

蝿I

93（

記録な｛

4.9叙

記録な’

4.9甑

9甑

98〔

93〔

98〔

97〔

鰍

弧

”

‘ 鰍

‘ 蛇4

／

／

／

／

／

／

／

／

／

4．97’

／

／

／

／

／

／

／

／

4.720

／

／

／

／

／

／

4.鵠0

／

8馴

581

5剛

4‘8(X

4.7馴

4,631

4.771

741

761

別1

621

6剛

771

4.91‘

4.鯛I

4.副ヌ

”

621

76

821

73

鋤

73

731

711

鯛

土師施陶（朝鮮？

S閥3 ‘ 9劇 ／ 80

S”5 ”〔 ／ 79

S妬3 ‘ 91（ ／ 85

S恥 ‘ 97（ ／

S閥3 ‘ 9駅 ／

S馬3 9甑 ／ 土師材

SP63 ‘ “（ ／ 4．741

S”1 992 ／
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V遺物

1．出土遺物の概要

遺物は近代以降の瓦廃棄土壌のものを除くと整理コンテナにして59箱出土した。うちわけは土器42

箱、瓦類10箱、金属製品3箱、銭貨1箱、石製品2箱、木製品l箱で、多くは幕末以降の造成土およ

び石組遺構(SDH01)からの出土である。遺構に伴う遺物は比較的少量であり、とりわけピットから

は遺構の時期を特定し得るほどの量は出土しなかったが、第2面遺構である5号溝(SD05)土師器

溜まり出土の一括土師器皿など非常に良好な資料であるといえる。土器類は器種、産地別に、肥前・

唐津系の磁器、施紬陶器供膳系が最も多く、次いで土師器供膳系、陶器煮沸系、貯蔵系となる。時期

を問わず調査区内のほとんどの遺構には古代から中世にかけての輸入陶磁器が一定量混じる。また特

筆すべきものとしては、遺構には伴わないが、当地に縁の深い諌早家に関連する遺物が挙げられる。

土器類の時期別出土割合としては桃山時代から江戸時代初頭にかけてと、江戸時代後期以降の2時期

に大別できるといえる。

本報告では当調査区の遺構の変遷を考える上で重要な遺物や一括‘性の高い遺物をはじめ、そのほか

遺跡および周辺の‘性格をあらわすものを中心に挙げる。

なお金属製品、銭、石製品の出土地点および詳細については観察表にゆだねる。

2．土器類

（1）Ⅲ層（造成土）出土遺物～幕末以降の遺物～

近代の造成土中から大量の遺物が出土した。時期にまとまりはなく中世から近代の多種多様な遺物

が混ざり合う。これらは造成時、他所から運ばれた土中に含まれていたものとみられるが、当調査区

の遺構には時期を問わず輸入磁器が普遍的に混入することから比較すると、出土遺物量に対して輸入

磁器混入の比率は低い。ここでは特徴的なものをはじめ、できるだけ多くの類例を挙げる。供膳系土

師器（1～15）の形状は様々で多くは他の遺構出土のものと様相を異にする。皿（1）は灰白色で器

壁が薄く非常に丁寧な作りである。ロクロ成形で底部外面は螺旋状に回転ナデを施す。胎土には雲母

を多く含み、見込みと底部外面は焼成不良のため黒色化する。Ⅱ（2．3）は灰白色で胎土に雲母を

多く含む。底部外面は回転糸切り後にオサエを施したとみられるが、成形技法はロクロか手捻り成形

か不明瞭である。皿（4）は灰白色で胎土にやや多く雲母を含み、残存部にはヨコナデを施す。手捻

り成形か。（5）は手捻り成形で、灰白色の胎土には多くの雲母を含み、椀状を呈す。口縁部にはヨ

コナデ、底部外面にはオサエ、見込み部にはナデを施す。各部所の成形技法は平安京の土師器と同様

であるが形状から関連性は伺えない。（6～15）はいずれもロクロ成形で底部外面に回転糸切り跡が

残る。小型皿（6）は精良な胎土で浅黄燈色を呈す。ロクロ成形時に内面から強い力を加えたことに

より底部外面は押さえつけられ平坦になる。皿（7）はにぶい燈色で、平坦な底部から短い口縁部が

折れ曲がるように直線的に立ち上がりそのままおさめる。坪（8）はにぶい燈色で胎土に赤色粒を多

く含み、口縁端部に燈明芯の掛け跡が残る。底部は高台状を呈す。坪（9）は灰白色で小ぶりな底部

は高く高台状を呈す。坪（10．11）はにぶい橿色を呈す。坪(12)はにぶい燈色で、荒い回転糸切り

により底部外面に段が生じる。坪（13）は灰白色で、底部外面には直線の窪みが2条確認できるが、
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これは成形台の突起によるとみられる。坪(14)は灰白色で非常に器壁が厚い。大型(15)はにぶい

燈色で、平坦な底部からやや短い口縁部が緩やかに立ち上がり皿状を呈す。塩壷蓋（16）はにぶい橿

色を呈し胎土に1～3ram程度の長石、石英を多く含む。塩壷蓋(17～19)は浅黄燈色、(20)は燈色

を呈し、いずれも内面に布目跡が残る。塩壷(21)は板作り成形でにぶい橿色を呈す。塩壷(22)は

板作り成形で、体部と底部を貼り合わせる。にぶい燈色を呈す。内面には布目跡が残り、煤が吸着す

る。土師質目皿（23）はにぶい楕色を呈し、2か所以上の穿孔が確認できる。表面には使用に伴う灰

が厚く堆積し、裏面の所々に直線的な条線がはしる。土師質目皿（24）は浅黄燈色を呈し、4か所以

上の穿孔が確認できる。表面には使用に伴う灰が薄く溶着する。また両面全体に断面非三角鋸波形の

窪みが弧状にはしり、キラコが付着する。土錘（25）は横色を呈し、表面にはオサエ跡が残る。土鈴

（26）は浅黄燈色を呈し、胎土に長石粒を多く含む。中国産施紬陶器碗（27）は鉄紬を掛け、畳付け

に離れ砂が溶着する。胎土は灰色、硬質である。施軸陶器碗（28）は粗雑に鉄軸を掛け、見込みは青

色変化する。胎土は精良、浅黄燈色を呈し畳付けには離れ砂が溶着する。輸入品か。瀬戸・美濃系施

粕陶器皿（29）は鉄紬を掛け、口縁部内面は花弁をあらわしたとみられる。見込みの紬薬は掻き取り

平滑となる。二次転用品としての可能性も考えられる。唐津系施紬陶器皿（30）は灰粕に貫入が目立

つ。施粕陶器多角形皿(31)はにぶい赤燈色の精良な胎土に鋳粕を掛ける。見込みには六角形の突帯

区画内の内側に獅子文様を型押しする。器壁は薄く丁寧な作りである。外形の全様および産地は不明‘

施紬陶器皿（32）は全体に銃紬を、さらに口縁部外面の下方の一部と高台内側に赤燈色の鉄紬を掛け

る。内面の鉄紬は黒褐色で刷毛目となる。灰色の胎土は硬質で、高台周辺と体部上方には飛び鞄をか

ける。産地は不明。施粕陶器蓋（33）は平面正方形でつまみをもち、一か所に直径約1mの孔を穿つく

表面のみ鉄紬を掛け、その上から斑文状に灰紬が掛かる。手捻り成形で、裏面には指オサエの指紋が

明瞭に残る。京都産か。施紬陶器（34）は銅緑粕を薄く掛ける。器形および産地は不明。淡路産施紬

陶器眠平焼碗（35）は黄軸を掛け、見込みに文様を型押しする。雲文が確認できるが全体のモチーフ

は不明である。現川産施軸陶器碗（36～39）はいずれも精良な胎土である。碗（36）は器壁が薄く非

常に丁寧な作りで、口縁部先端は外反する。オリーブ色の紬薬を掛け、刷毛目は目立たず不明瞭であ

る。碗（37）は褐色の粕薬に外面は白濁の紬薬を掛け分ける。高台には半月状の切れ込みを入れ、畳

付けにはわずかに離れ砂が確認できる。碗（38．39）の軸薬はオリーブ褐色である。京都・信楽系施

粕陶器碗（40．41)は明オリーブ色の紬薬を掛け、外方にやや張りだす高台とその周辺の一部は無粕

である。いずれにも貫入が目立つ。肥前京風碗（42）は浅黄色の紬薬を掛け、高台とその周辺は無紬

である。見込みの錆絵は山水文か。唐津系施紬陶器土瓶(43．44)はにぶい燈色の胎土に外面はオリー

ブ色の紬薬を薄く掛ける。側面に注口、そのつけ根と対面に把手、体部の下方3か所に脚をもつ。施

軸陶器小型鍋（45）は鉄粕を掛け、外面底部付近は無紬である。産地は不明。施紬陶器壷（46）は灰

赤色で長石を含む胎土に鉄粕を掛ける。産地は不明。施粕陶器壷（47）は胎土に多くの石英・長石粒

を含み外面に灰紬を薄く掛ける。信楽系か。施軸陶器（48）は灰色の胎土で、内外面には鉄紬を厚く

掛ける。産地は不明、壷か。焼締め陶器小鉢(49）は褐灰色の胎土に誘粕を掛け、口縁部には鉄紬を

薄く上掛ける。産地は不明。焼締め陶器揺り鉢(50)はにぶい橿色とにぶい赤褐色の混合土に鉄錆を

掛ける。高台をもち、擦り目は使用により磨滅する。瀬戸・美濃系か。肥前系白磁菊花紅皿(51～55）

は型打ちで外面の菊花をあらわし、口縁部先端は切り離しのため平坦な面となる。内面と外面の上方
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もしくは中程まで施紬する。肥前系白磁碗（56）は器壁が薄く高台は小振りである。磁器碗（57）は

型打ちで口縁部外面上方に簡略化した木目文を陰刻、下方には菊花とその葉の陽刻、また唐草文を陰

刻する。内面は透明軸のみで白色、外面は瑠璃軸を施し影青状となる。産地は不明◎白磁水滴（58）

は隅丸直方体で、上面の型打ち文様のモチーフは不明である。上面と残存部の片側面のみ施紬する。

また底部にはわずかに布目が確認できる。肥前系か。色絵磁器人形（59）はミニチュアの般若面で、

中空の内部にはやや歪な形状の支棒が横断し、口の部分は透かしとなる。髪の毛は黒色紬、角・目・

口の縁及び内面は赤絵、裏面の接地縁には銅緑紬で色付けする。肥前系か。肥前系染付蓋（60）は外

面に山水文を描く。茶入れの蓋か。肥前系色絵染付蓋（61）は外面を区画文で二分し、それぞれに蛸

唐草文、また花弁文を描く。染付蓋（62）は外面に波頭文を密に描く。産地は不明。肥前系染付小杯

（63）は口縁部内面上方に編目のような文様帯を描き、下方および外面の文様は特定できない。被熱

したとみられる。肥前系染付小杯（64）は外面に蓮弁と捻文、内面に起毛圏線と捻文を描く。肥前系

染付小杯（65）は器壁が薄い。内面の文様は山水文か。肥前系色絵磁器小杯（66）は器壁が非常に薄

く、いわゆる卵殻手である。高台は高く、内面には不明瞭であるが赤絵、金彩、銅緑紬により折枝と

花文を描く。折枝桜文か。肥前系色絵付碗（67）は蛇の目高台でその周辺に赤絵付けを施す。畳付け

は無紬である。肥前系染付碗（68）は外面に楓と松葉文を描く。内面上方には重ね焼きによる筋状の

胎土溶着がみられる。また見込みには文様を描いたとみられるが自然軸の堆積により不明瞭である。

肥前系染付碗（69）はコンニャク印判で口縁部外面に桐文を捺す。肥前系染付碗（70）は口縁部外面

に菊水文、口縁部内面上方に渦文帯もしくは木目文帯を、見込みには圏線内に波頭文を描く。肥前系

染付碗(71)は口縁部外面に松をモチーフとした連続文を、口縁部内面上方には四方襟に蓮華文を描

く。肥前系染付碗（72）は口縁部外面に花弁文を描き、コンニャク印判で菊花文を捺す。肥前系染付

碗（73）は口縁部外面に山水文を描く。見込みの文様は簡略化した千鳥文か。肥前系染付くらわんか

碗（74）は口縁部外面に網目文を、高台内側には文字もしくは記号を描くが判読不可能である。肥前

系染付くらわんか碗（75）は口縁部外面に丸文を、高台内側に落款風記号を描く。見込みのコンニャ

ク印判の模様は特定できない。肥前系染付碗（76）は見込みに水面と鷺文を、また特徴的な例として

外面は高台を挟んで一連の稲束文を描く。肥前系染付碗（77）は見込みに圏線と岩文を描く。外面と

高台内側は山水文と水文か。肥前系染付大碗（78）は窯割れが生じ口縁部は大きく破断する。口縁部

外面には山水文を、3か所の目跡が残る見込みには水面に波頭文を描く。肥前系染付広東碗（79）は

見込みに圏線と寿文を描く。破片のため外面の文様は特定できない。肥前系色絵染付鉢（80）は口縁

部端部内面が無紬のため蓋物とみられる。体部外面は区画文の内側に銅緑粕などで山水文を、区画外

には赤絵、金彩を加え牡丹唐草文を鮮やかで丁寧に上絵付けする。また高台の周囲には鋸歯文を巡ら

す。肥前系染付瓶(81)は外面に蛸唐草文を描く。肥前系染付瓶(82)は被熱し粕薬は融解する。皿

（83～89）はいずれも肥前系染付である。輪花皿（83）は内面に白抜きで福文と寿文、二つの区画を

描き、区画間にはそれぞれ竹文、山水文をあらわす。皿（84）は見込みに圏線と鷺文を、外面は高台

を挟んで一連の草文を描く。皿(85)は見込みに菖蒲文を描く。外面の模様は唐草文か。輪花皿(86）

は蛇の目紬ハギ高台で、高台内側は中心のみ施粕する。見込には山水文を、外面には唐草文を描く。

くらわんか皿（87）は口縁部内面に草花文を、外面には唐草文を描く。畳付けには離れ砂が溶着する‘

皿（88）は口縁部先端をほぼ水平に折り曲げ、そこに櫛歯文を巡らせる。見込には渦に草花文を描くc
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皿（89）は見込みに波頭と網干文、口縁部外面には唐草文を描き、目跡の残る高台内側には「大明」

の銘款が残る。色絵皿（90）は畳付けと無軸の内側に多くの離れ砂が溶着し、見込みの文様は不明瞭

であるが草花文とみられる。金彩と推測できる。産地は不明。輸入磁器（91～104）はいずれも中国

産である。白磁小皿(91)は口縁部外面下方無紬で、見込みは蛇の目紬ハギである。白磁皿(92～94)

は見込みに段をもち、平底の底部およびその周辺は無紬である。白磁皿（95）は窯割れにより高台先

端部が破損する。また粕薬は被熱し融解する。白磁碗（96）は見込みに段をもち、そこから口縁部は

やや角度をもって立ち上がる。ケズリ出し高台とその周辺は無紬である。白磁碗（97～100）はいず

れも器壁が厚く、ケズリ出し高台とその周辺は無紬である。なかでも（98．99）は見込みに段をもち、

また（98）には高台周辺に放射状のケズリ跡が残る。龍泉窯系青磁碗（101～103)はいずれにも淡い

オリーブ色の紬薬を掛け、見込みは蛇の目粕ハギ、ケズリ出し高台とその周辺は無粕である。龍泉窯

系青磁碗(1“)は緑灰色の軸薬を掛け、ケズリ出し高台内側は無紬である。見込に段をもつ。（105.

106.108～112)は青花である。鰻頭心碗(105)は器壁が薄く見込みに花弁文を描き、高台内側には

「福｣、「同」の文字が確認できる。景徳鎮窯系。鰻頭心碗（106）の見込み文様は不明である。景徳

鎮窯系。皿(107)は荒いケズリ出し高台の内側は無紬である。見込みは軸薬を掻き取り平滑となり

炭素が吸着する。二次転用品の可能性が考えられる。東南アジア産か。皿（108）は見込みに圏線と

草文を描く。畳付けには離れ砂が溶着する。皿(109)は口縁部外面の草花文は不明瞭で花の種類は

特定できない。また破片のため見込み文様も不明である。皿(no)は見込みに圏線と草花文を描く。

碁笥底皿（111．112）は口縁部中程に芭蕉文を描き、畳み付け周辺は無紬である。樟州窯系か。また

(Ill)は口縁部外面上方に波頭文帯を描く。見込みの文様は折枝梅文か。

（2）第1期面検出遺構出土土器

第1面検出の遺構出土遺物の多くは石組側溝(SDH01)からの出土である。その他の出土土器は少

量であるが、各遺構の下限年代を知る上での指標となるものを挙げる。

①石組側溝(SDH01)出土土器

土師器、肥前系磁器、唐津系、京・信楽系、その他施軸陶器、土師質土器など幅広い時期の多様な

土器が多量に出土した。ここではもっとも量、時期的にまとまりが良く、更に遺構の機能した期間お

よび廃絶時期も示すとみられる江戸後期から幕末以降の遺物をあげる。塩壷蓋(113)は胎土に石英．

長石を多く含み、全体に薄く煤が吸着する。磨滅により調整不明瞭である。土師器坪(114)はロク

ロ成形で浅黄燈色を呈す。表面は磨滅により調整不明瞭、底部に回転糸切り跡が残る。底部径約7.7

cmと大きく、大型の坪と推定できる。青磁碗(115)は口径7.2cmと小型で、厚く紬薬が掛かるが焼成

不良のためくすんだ明緑灰色を呈す。産地は不明。肥前系染付碗（116）は外面に「都」の一文字が

確認できる。肥前系染付碗(117)は外面に梅文を描く。呉須はコバルトの発色鮮やかである。肥前

系筒型碗(118)は外面に草花文を描き、呉須はコバルトの発色鮮やかである。口縁部先端内面は紬

ハギのため蓋物と推定できる。肥前系ミニチュア白磁皿(119)は内面施粕、外面無紬である。肥前

系白磁紅皿(120)は外面に型打ちで菊花をあらわし、口縁部先端には平坦な面をもつ。肥前系青磁

碗（121）は厚くかかった紬薬表面に貫入がみられる。肥前系染付皿(122)は体部外面に「■内三風

晩」の五文字が確認できる。肥前系色絵付碗(123)は赤絵で体部外面に亀文、高台内側に「福」を
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描く。一部に金彩も確認できる。肥前系染付皿(124)は外面に花唐草文様を、内面には円形に表し

た鳳風を2体以上配す。薄手で丁寧な作りである。肥前系染付輪花皿（125）は花弁の幅が狭く、見

込みに山水文を描く。肥前系染付皿（126）は見込みと高台内側が無紬である。小片のため文様は特

定できない。肥前系染付瓶（127）の外面のモチーフは柳であろうか。唐津系施紬陶器蓋(128)は外

面のみ施紬する。つまみを欠くが、貼り付け跡は残る。施粕陶器鍋蓋（129）は円盤状のつまみをも

ち、内面は藁灰紬、外面は鋳粕と掛け分ける。体部外面の中程には帯状に飛び鞄をかけ、その上から

墨書を施す。墨書の表現は不明である。京・信楽系か。現川産施紬陶器（130）の胎土は硬質で灰色

を呈し、畳付けに離れ砂が溶着する。現川産施紬陶器（131）の胎土はにぶい燈色を呈し、高台先端

部は故意に打ち欠いた可能性が考えられる。京・信楽系施紬陶器碗(132)は見込みに鋳絵を施し、

高台とその周辺は無紬である。唐津系施紬陶器瓶（133）は鉄軸を掛け、頚部に耳をもつ。京都産施

紬陶器急須（134．135）は鉄紬を掛ける。接合は不可能であったが同一個体とみられる。

②2号溝(SD02)出土土器

土師器、色絵磁器、施粕陶器などが少量出土したが、多くは小片のため実測可能なものはわずかで

ある。土師器坪(136)はロクロ成形で底部に回転糸切り跡が残る。中央付近の器壁は約1ramと非常

に薄く、歪む。また胎土は硬質、灰色で一部赤色化するが、これは二次焼成によるものとみられる。

唐津系施紬陶器片口鉢（137）の玉縁口縁部は無紬で、施紬時に掴んだ指跡が明瞭に残る。注口の両

脇には薄く丸い小さな目のような装飾を施す。

③9号溝(SD09)出土土器

土師器、施紬陶器、肥前系染付などが少量出土した。土師器坪（138～141）はロクロ成形で底部に

回転糸切り跡が残る。いずれも浅黄燈色を呈し、表面は起伏なく丁寧に成形する。小型坪(138．139）

は、短い口縁部がやや丸みをもって立ち上がり先端はそのままおさめる。器高は浅く皿に近い形状で

ある。坪（140.141)の内面中心から口縁部先端にかけやや丸みをもって緩やかに立ち上がりそのま

まおさめる。底部と口縁部の一部に煤が吸着する。肥前系染付碗（142）は体部外面に牡丹文を描く。

施粕陶器鍋（143）は外面に掛けた鉄紬が、内面にも流れ込む。また外面には飛び鞄をかける。焼締

め陶器鉢(144)の胎土は二種類の混合土で、とりわけ内外底部に自然紬が厚く掛かる。産地は不明。

これらの土器は器種構成から江戸中期から後期の年代があたえられる。

④8号溝(SD08)出土土器

土師器、肥前系磁器、京焼き、施粕陶器などが少量出土した。土師器坪（145.147）はロクロ成形

で底部に回転糸切り跡が残り、いずれも浅黄燈色を呈す。口縁部は短く器高も浅く、珊犬は皿に近い。

土師器皿(146)の胎土にはキラコが混じり、灰白色を呈す。口縁部は非常に短く形状はいわゆるコー

スター型で底部に糸切り跡が残る。実測できなかったほかの小片土器の器種構成から判断し、これら

は江戸時代後期以降のものと推定できる。

⑤3号溝(SD03)出土土器

出土した土器は少量の混入品を除くと1片のみである。現川産施紬陶器碗(148)の胎土は精良硬

質で、器壁も薄く丁寧な作りである。この土器には江戸時代後期の年代があたえられる。

⑥6号溝(SD06)出土土器

土師器、肥前系磁器、施紬陶器、土師質土器、土製品などが少量出土した。土師器坪（149～152）
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はロクロ成形で底部に回転糸切り跡が残り、いずれも浅黄燈色を呈す。坪(149)は内面中心から口

縁部先端にかけやや丸みをもって緩やかに立ち上がりそのままおさめる。表面は起伏なく丁寧に成形

する。坪(150)は底部内外面が焼成不良のため黒ずむ。大型の杯(151.152)は底部が広く比較的

丁寧に成形する。青花碁笥底皿(153)は、焼成不良のため紬薬の発色はにぶい。見込みは紬薬を掻

き取り平滑とし、高台の一部と共に炭素が吸着する。また口縁部は故意に打ち欠き、破断面にも炭素

が吸着する。このことから硯のような用途で転用された可能性が考えられる。土器自体は16世紀後半

のものであるが、特筆すべきものとして報告する。樟州窯系か。肥前系染付瓶（154）は内面無紬で

畳付けには離れ砂が溶着する。土錘(155)の胎土は精良で燈色を呈し、外面中程に一条の窪みが確

認できる。磨滅により表面の調整は不明瞭である。実測できなかったほかの小片土器の器種構成も含

め、転用品(153)を除いたこれらの土器には江戸時代後期の年代があたえられる。

⑦ピット(SP)138出土土器

心諏蕊:麓'繍製両｢~Z“
一

肥前系赤絵付け碗（156）はFig.25

器壁が薄く口縁部先端には縁離獣慨）
錆を施す。小片のため口縁部錆を施す。小片のため口縁部0lOcnr

-

外面の文様は特定できない。Fig.26胞衣壷遺構唐津系施紬陶器土瓶
えなっぽ （1／4）
⑧胞衣壷遺構

唐津系施粕陶器土瓶(157)はにぶい橿色の胎土に褐色紬を掛ける。側面に注口、そのつけ根と対

面に把手、体部の下方3か所に脚をもつ。また無紬の体部下方には煮沸痕が確認できる。江戸時代後

期のものである。

（3）第2期面遺構出土土器

第2面検出遺構は少なく、したがって出土遺物量も多くない。それぞれ古代から中世の遺物は少量

混入するが、とりわけ輸入磁器は普遍的なものとして目立つ。ここでは特に土器がまとまって出土し

た5号溝(SD05)、5号溝土師器溜まり、3号不明遺構(SX03)、V層を挙げる。

①3号不明遺構(SX03)

土師器、瓦質土器、青花、施紬陶器などが少量出土した。土師器坪(158～161)はロクロ成形で底

部に回転糸切り跡が残り、いずれも浅黄燈色を呈す。小型坪(158)は器壁が厚く、やや平坦な底部

内面から短い口縁部が立ち上がる。小型坪（159）は口縁部先端に一か所の窪みとその直下の底部端

部の一か所に面をもつ。これは口縁部に燈明芯を掛ける窪みを設けるためか、または底部の回転糸切

りによる粘土はみ出しの整形のためかどちらかは不明であるが、いずれにせよ口縁部と底部端部をつ

まむように力を加えたことによると推定できる。小型坪(160)は(159)同様に口縁部先端に窪みを、

底部端部の一か所に面をもつ。口縁部先端はやや肥厚しその周辺には煤が吸着する。坪(161)は胎

土に赤色粒を多く含む。瓦質土器火鉢（162）は、貼り付けの脚部で体部から剥がれたものである。

外面には花文スタンプを3か所に捺す。青花皿(163)は胎土が浅黄燈から鈍い燈色を呈す。青花皿

(164)は見込みの粕薬を掻き取る。瀬戸・美濃系施紬陶器天目茶碗(165)は内外面の一部に漆が付
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着する。軟質施那Ill陶器碗(166)は白化粧の上から緑粕を掛ける。外面は指オサエにより起伏を表現

する。瀬戸・美濃系織部碗か。施紬陶器建水（167）はとりわけ内面に灰紬が厚く掛かり、口縁部先

端4か所以上に貝目跡が残る。休部内面の数か所には成形時についたとみられる爪痕が残る。朝鮮半

島産か。これらの土器は器種椛成から中世末から近世初頭の年代が与えられる。

②V層

V層は第1期面検出遺構が掘り込まれた堆積層である。5号溝(SD05)や3号不明遺構(SX03)

などの第2期面検出遺構の遺構充填土とは異なる。そのため、これら遺構が埋没した後に造成された

ものと判断している。ここでは便宜上、第2期検出遺構とあわせて報告する。

土師器､唐津系施卵I1l陶器､青花､土師質土器､瓦質土器､土製品などが少量出土した｡土師器坪(168

^173)はロクロ成形で底部に回転糸切り跡が残る。小型坪(168)はにぶい燈色を呈し、底部は高台

状に高く体部にはロクロ水挽き跡の起伏が明瞭に残る。小型坪(169)は浅黄燈色を呈し、短い口縁

部が丸みをもって立ち上がる。坪（170）は全体が赤色化し硬質に焼き締まる。また、とりわけ内面

は施噺Ill状を呈す。州珊（トリベ）に転用したためと考えたが、破断面を含む所々に焼土が付着するこ

とから二次焼成によるものであろう。坪（171）は褐灰色を呈し、胎土に含まれたスサや籾殻の焼け
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跡が所々に窪みとして残る。坪（172）はにぶい横色を呈し、口縁部が直線的に立ち上がり先端はそ

のままおさめる。坪(173)はにぶい燈色を呈し、口縁部は丸みをもって立ち上がる。土師質土器瓦

灯(174)の外表面は丁寧にヨコナデを施し、裏側は未調整である。瓦質土器(175)は丁寧な作りで、

外面に連続する三つ巴文と5条の突帯を型押しする。器壁に湾曲がなく平坦なことから方形の器と推

定できるが、器形は不明である。青花蓮子碗(176)は体部外面に芭蕉文を巡らし、見込には二重圏

線と蓮文を描く。景徳鎮窯系。青花碁笥底皿（177）はわずかに煤が吸着し、底部外面中心部の窪み

に紬薬を掛ける｡紬薬の発色はにぶく､見込みに二重圏線内に草花文を描く｡樟州窯系か｡青花皿(178）

は小片のため見込みの文様は特定できない。唐津系施軸陶器碗（179）はやや粗雑に灰軸を掛け、外

面下半は無紬である。土錘(180)はにぶい燈色を呈し、表面には指オサエ跡が残る。これらの土器

は器種構成から中世末から江戸時代初頭の年代が与えられる。

③5号溝(SD05)

土師器、輸入陶磁器、施紬陶器、焼締め陶器、瓦質土器、東播系須恵器などの土器が少量出土したn

土師器(181～185)はいずれもロクロ成形である。皿(181)は平坦な底部から短い口縁部が直線的

に立ち上がり先端はやや肥厚する。胎土に赤色粒を多く含み浅黄燈色を呈す。磨滅により調整は不明

瞭で、底部外面の所々に擦痕が確認できる。今回の調査においては特殊な器形の一つと言える。小型

坪（182）は底部に回転糸切り跡が残り、内面はやや平坦な底部から緩やかに短い口縁部が立ち上が

りそのままおさめる。焼成良好で横色を呈す。器高は浅く皿に近い形状である。小型坪（183）は胎

土に赤色粒を多く含みにぶい燈色を呈す。底部外面には回転糸切り跡が残る。灯明皿として使用した

ため一部赤色化し、口縁部先端の一か所に煤が付着する。大型坪(184)は焼成良好で横色を呈す。

口縁部はわずかに外反し先端は肥厚する。また底部外面には静止糸切り跡が明瞭に残るが、今回の調

査においては数少ない例である。大型坪(185)の表面は磨滅し、底部には回転糸切り跡が残る。胎

土に赤色粒を多く含み、にぶい黄燈色を呈す。中国産白磁皿(186)は粕薬の発色がにぶく、畳付け

部を紬ハギする。中国産白磁皿(187)は紬薬の発色がにぶい。口縁部は外反し、畳付けには離れ砂

が溶着する。青花碗(188)の文様のモチーフは樹木と推測できるが判然としない。青花蓮子碗(189）

は見込みに二重圏線と蓮文を描く。破片のため体部外面の文様は特定できない。景徳鎮窯系。青花皿

(190)は小片のため文様は特定できない。瓦質土器火鉢(191)は外面浅黄燈色、内面灰色を呈す。

磨滅により不明瞭であるが外面上部に連続する重複裡文を型押しする。内面にはハケ調整を施す。朝

鮮半島産施紬陶器小型皿(192)はわずかに青みがかる灰色の胎土に長石粕を掛ける。丹波産焼締め

陶器揺り鉢(193)は灰色を呈し、体部外面には指オサエ跡が残る。擦り目は使用により磨滅する。

施紬陶器鉢(194)は全体に銃紬を、内折れ口縁とその付近以外は更にオリーブ色の灰軸を厚く掛け

る。また口縁部先端には長方形の胎土目跡が残る。産地は不明。土錘(195)は二次焼成により明褐

灰色を呈す。薄く伸ばした粘土を芯に巻き付けて葉巻状に成形した過程が良く観察できる。これらの

土器は器種構成から中･世末から近世初頭の年代が与えられる。

④5号溝(SD05)土師器溜まり

多くの土師器坪が一か所に集中して出土した。これらは小型、大型の2形式に分類でき、そのほか

の器種・器形の遺物は混ざらない。いずれもロクロ成形で底部外面には回転糸切り跡が残る。比較的

多くの赤色粒を含む胎士はにぶい黄燈色、もしくはにぶい燈色を呈す。これらは出土状況や器種構成、
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また燈明皿としての使用痕が認められないことなどから一括廃棄されたと推測でき、非常に良好な資

料であるといえる。出土総重量は1544.2gで、そのうち小型(685g)、大型(781.8g)、不明および

その他(77.4g)で、小型、大型の比率は0.88:1となる。以下、細片を除くほぼすべてを挙げる。

なお個別の詳細は観察表にゆだねる。小型(196～216)の法量は口径6.3cm～7.25cm、器高2.1cm～2.95

cmで、底部は高台状に高く、体部にはロクロ水挽き跡の起伏が残る。底部内面の中心付近は一段窪み、

口縁部はやや内湾して緩やかに立ち上がり先端はわずかに肥厚、丸くおさめる。また底部外面端部角

の一か所が指オサエにより面をもつが、これは回転糸切り後の粘土はみ出しの整形によるとみられる。

土師器法量一覧5号溝 器b.S

－43－

タイプ

小型

遺物番号

19〔

197

198

199

200

201

202

203

2“

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

平典

口径(cm

6.：

6.4

6.4

6．45

6.J

5

6

7

7

7

7

7

6．75

6．75

6.〔

6.（

6．95

6 9

6 9

7 lピ

7 2［

6.〔

器高(cm)

2.3（

45

55

65

45

65

65

2.1

2.4（

2.7

2.6

2.4

2.1

2.4〔

2.7

2

2

2

2

2.9〔

2.5

2.5〔 重量合計

重量(g
32.4

21

33

31

23

32.5：

32.1

28.6（

29.5

42.7

3：

33.2

33.3

33.9：

38.6

33.7

34.7

39.2:

39.4

24.4

34.3

68（

備諸

墨暑
当
詞
厘

里
竺

大型

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

平虫

10.

10.9

11

11．1

11.1

11．1

11．1

11．3

11.7

11.7

11.8

11.5

12.2

12.2

11．4

2.9

3.4

3.9

3.5（

3.4

3.3E

3.7

3

3

3

3

3.3

3.6 重景合計

16.2

27.8

87.54

27.2

25.5

49.3

82.2

126.;

84.2

87.8:

50.6

13.6

18.3

14.4

70.8

781.

墨喜

墨暑

細片 重量合計 77.4

総重量 1544.2



大型（217～231)の法量は口径10.9cm～12.2cm、器高3.4cm～3.9cmで、体部にはロクロ水挽き跡の起

伏が明瞭に残る。粗い回転糸切りにより底部外面とその周辺は糸の食い込んだ溝や胎土の乱れが目立

つ。また回転糸切り後の粘土はみ出しの整形跡もみられる。口縁部は直線的に立ち上がり、先端はわ

ずかに肥厚する。(231)は口縁部先端を打ち欠いたとみられ、元の口径は不明である。また(196'

231）の底部外面と（197．227）の口縁部内面上方には墨書が確認できたため、赤外線カメラを用い

観察を試みたが、いずれも磨滅により文字か記号かは判読不可能であった。これらは成形手法、法量

などから小型、大型共に一定の規格の基に製作されたといえる。この一群は、出土層位的にSD05出

土土器の年代を上下限としてみることができるため、中世末から近世初頭の年代が比定できる。

（4）その他の土器

遺構に伴わないが特筆すべき遺物として越州窯青磁（232.233）が挙

げられる。碗（232）は精良で灰色の胎土にオリーブ黄色の紬薬を掛け

る。畳み付けは無軸で複数の不定形な目跡がみられる。碗（233）の胎

土は精良で灰色、紬薬は被熱し融解、灰白色を呈す。輪状高台及び見込

みにはほぼ等間隔に複数の目跡がみられる。どちらも平安時代後期のも

のである。

、嬉二士診2鑓

010cm
－

Fig.29
越州窯系青磁（1／4）

3．その他の遺物

（1）瓦

調査区内からは多くの瓦類が出土したが、大部分は幕末以降の造成土中からである。そのなかでも

瓦当文様や刻印が残るもの、特徴的なものを中心に、そして少量であるが遺構から出土したものを挙

げる。

①Ⅲ層出土瓦

三つ巴文軒丸瓦（234）は周縁約2cmと幅広で巴は左巻、頭と尾は互いに接しない。珠文は大粒で

間隔が広く数は少ない。磨滅で不明瞭であるが裏面にはナデ跡が確認できる。軒桟瓦（235）は小巴

（軒丸部）を欠く。垂れ（軒平部）は菊花文の中心飾りに二転する均整唐草文で、瓦当表面にはキラ

コが付着する。押印瓦（236）は小片のため種類は不明であるが、湾曲はわずかであることから、平

瓦もしくは塀瓦の類であると推測できる。長方形の印面は上方3分の1程度で線引きにより区切られ、

上部には横書きで「口肥｣、下部には縦書きで右から「佐賀郡今（会？）津」「□（水？）口製」と押

印する。

②石組側溝(SDH01)出土瓦

軒桟瓦（237）の小巴と垂れは、桟瓦部に対しそれぞれの貼り付け角度は同じである。小巴は左巻

きの連珠付き三つ巴文で頭と尾は互いに接せず、周縁の幅は約8nunと狭い。8個の珠文の間隔は広い。

垂れは均整唐草文が確認できる。磨滅により調整は不明瞭、灰白色を呈す。軒桟瓦（238）は瓦当径

8cm弱に対し周縁約1.5cmと幅広で、桟瓦部に対し垂れの貼り付け角度は垂直であるが、小巴の下顎

は前方に張り出し瓦当面は傾斜する。小巴は左巻きの三つ巴文で、短い巴の頭と尾は互いに接しない。

垂れには唐草文が確認できる。表面はナデを施す。またそれぞれの瓦当面にはわずかにキラコが付着
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する。軒平瓦（239）は中心飾りに均整唐草文が確認できる。中心飾りのモチーフは不明である。表

面の炭素は落ち、白色化する。桟瓦（240）は凸面に20条の「V」字状折返し櫛目を重ねて二度施す。

軒桟瓦(241)は小巴のみで、瓦当径約8.5cmに対し周縁約1.5cmと幅広、左巻きの三つ巴文は大きく

肉厚で短く頭と尾は接しない。三つ巴のうち一か所の頭部を大きく欠くが、これは箔傷の可能‘性も考

えられる。瓦当面及び裂面にもキラコが少量付着する。軒桟瓦（242.243）は小巴のみで、瓦当径8

cmに対し周縁約1.5cmと幅広、右巻きの三つ巴文の頭と尾は接しない。いずれの瓦当面にも多量のキ

ラコが付着する。また（243）は裏面未調整で中心部が強いオサエにより大きく窪む。平瓦（244）は

桶巻き作りで、凹面には布目跡が鮮明に残る。凸面には叩き目が残り、狭端面から約5cmはナデで叩

き目を消す。側面は分割線により下半から割りとられる。微砂粒を多く含む灰色と灰白色の混合土は

硬質に焼締まる。朝鮮半島産の可能‘性が考えられる。

③ピット(SP)138出土瓦

丸瓦（245）は外面の一部に成形時の指オサエ跡が明瞭に残る。丸瓦（246）は外面にナデを施す。

丸瓦（247）は外面に連続するタテナデ跡が明瞭に残る。いずれも直線のコビキ痕の上に布目跡が残

る。平瓦（248）は狭端而にキラコが付着する。

④第1期面包含層出土瓦

穿孔丸瓦（249）は釘穴を穿つが、内面に胎土が大きくはみ出たまま未調整である。表面から裏面

に向かって指もしくは棒状のものを差し込んだ過程が伺える。筒部端部から約2cm範囲の胎土は剥離

する。窯割れによるものか使用に伴うものかは判然としない。丸瓦（250）は表面に成形時の指跡が

鮮明に残る。両者とも内而には直線のコビキ痕の上に布目跡が残る。

（2）諌早家関連遺物

肥前系磁器や瓦、また特殊なものとして陶質施軸瓦註')など､諌早家および龍造寺家の家紋である｢上

り藤」があらわされるもの、もしくは関連すると推定できる遺物が少数であるが出土した。これらは

器種の出現下限年代から竜造寺家ではなく諌早家に関連するものとみられるが、いずれも造成土およ

び幕末以降の遺構からの出土であI）詳細な製作年代の特定は難しい。

肥前系磁器(251～254)は器壁が薄く丁寧な作りである。輪花皿(251)は見込みに円形にあらわ

した藤花を、体部外面には唐草文を描く。皿（252）は見込みに円形にあらわした藤花と不明草花文

を2か所以上に描く。体部外面には唐草文がわずかに確認できる。皿（253）は見込みに円形にあら

わした藤花を描く。碗（254）はコンニャク印判で体部内面に円形にあらわした逆向きの藤花、いわ

ゆる上り藤を捺す。軒桟瓦（255）は小巴（軒丸部）のみで、瓦当径約9cmに対し周縁約1.8cmと幅広、

上り藤文は比較的精巧に表現する。表面にはナデを施し瓦当面には多くのキラコが付着する。なお今

回の調査で出土した諌早家関連とみられる瓦の中で瓦質のものは1点のみである。陶質施紬軒桟瓦

（256～260）の胎土は赤褐色で硬質に焼き締まる。表面は瓦当面から全体の3分の2程度、裏面は瓦

当面から3分の1程度に暗褐色の鉄軸を掛けたとみられる。軒桟瓦（256）は小巴のみで、瓦当径7

cm弱と小型、周縁は内区文様面に対し比較的高い。上り藤文はかなり簡略化している。軒桟瓦(257)

は垂れ（軒平部）のみで上端部角を面取りする。簡略化した上り藤の中心飾りに均整唐草文を配す。

また軒桟瓦（257～260）いずれにも垂れ文様の中心飾の左隣と2つ右隣の唐草文子葉にそれぞれ池傷
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310cm

が確認できることから、すべて|司苑の可能性が考えられる。なお軒桟瓦（259）には後方の一か所に

釘穴が確認できる。陶質施紬桟瓦(261)の胎土はにぶい楕色で焼き締まる。表面の前方から3分の

2程度まで施軸する。

（3）金属製品

調査区全体から出土した金属製品は多くが造成土中からで、遺構に伴うものはほとんどないため年

代特定も困難である。また多くが鉄釘などで、青銅製品の数は限られる。なおここで挙げるものは透

過X線装置を用い、その画像をもとにある程度錆を除去した状態である。

飾り金具（262）は非常に薄く花弁を模り、全面塗金を施す。文様は断面三角形の小型蕊を用いた

とみられる。一か所に穿孔がみられるが、吊るして使用する装飾品と推測できる。煙管雁首（263）

は火皿を欠き、接合部に補強体などは確認できない。煙管の吸口（264）は肩をもたない、口付けか

ら直線的に伸びる形状であると推測できるが、折れ曲がり原型は留めない。不明円錐台製品（265）

は中空で短辺は玉縁を呈す。紐金具（266）は、中空の円筒を環状に加工したものである。真鋪製薬

茨(267）は上方を欠く。刻印などは確認できないが、近代以降のものとみられる。鉄釘(268～276）

は錆により不明瞭なものもあるが、いずれも原型は断面四角形を呈すと見られる。鉄製理（277）は

全長8.2cm、断面方形の棒状で先端に刃を持つ。頭部には打圧痕がみられる。不明鉄製品(278)は錆

がひどく不明瞭であるが、S字状にたたんだ板を折り曲げ表面に稜をもたせる｡鉄製刀（279）は茎

と刀身の一部のみの残存であるが、破断面からは刀身が折れ曲がった様子が伺える。また茎の一部に

木質の繊維が確認できる。
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(4)銭

出土した銭貨は計6点、いずれも完形の寛永通宝で遺構からの出土はない。（280～284）は古寛永

で（285）は新寛永である。

（5）石製品

今回の調査で出土した石製品は少量である。また遺構に伴うものもわずかで年代の特定は困難であ

る。

碁石（286）は円形で断面扇平、表面は平滑で褐灰色を呈す。碁石（287～289）は円形で断面扇平、

もしくはほぼ平坦でいずれも黒色を呈す。ペン型棒状製品（290）は断面円形で表面は平滑、灰黄褐

色を呈し、先端は使用による磨滅痕がみられる。石板筆記用の石筆か。不明四角柱製品（291～294）

である。(291)は断面長方形で黒色、四側面共に平坦に加工し、うち一面は平滑である。片半は欠損

するが、残りの傾斜する狭面は使用による磨滅がみられる。（292）の断面はほぼ長方形でにぶい黄橿

色を呈し、四側面は平坦に加工する。三側面をまたいで円状に黒く変色するため、赤外線カメラで観

察した結果、炭素の吸着によるものとみられたが原因は不明である。なお両端とも欠損し、擦痕およ

び使用痕は確認できない。文鎮か。（293）は断面長方形で黄灰色を呈し四側面は平坦に加工する。図

下方の狭面も平坦に加工するが、図上方狭面は使用により磨滅し傾斜する。また上方側面の角の一部

もわずかに使用による磨滅力雅認できる。砥石かo(294)は断面長方形でにぶい黄燈色を呈す。片半

は欠損し、残り五面は平坦に加工する。石球（295）はやや扇平な球体で所々赤色化する（図破線内)。
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また一部に細く浅い孔を穿つ°不明製品（296）は褐灰色を呈し、上．下面が平滑となる。砥石か。

滑石製品は図化したもの(297～300)を含め､石鍋の転用品以外は細片化したものばかりである｡(297）

は緑灰色を呈し、口縁直下に廻る鍔の端部には外傾する面をもつ。丸みをもつ体部の外面は、煮沸に

より煤が吸着し黒色化する。口縁部先端、鍔先端、および破断面に鋸歯状の欠き込みが入るが、転用

のための再加工途中のためとみられる。（298）は口縁部付近に断面隅丸五角形の縦耳をもち、休部外

面にはI幅広く短い単位のノミ跡が残るo(299)は口縁部付近に断面台形の縦耳をもち、細く長い単位

のノミ跡が残る。バレン状製品（300）は平面楕円形で、片面中央付近が突出し断面「凸」字状を呈

す。もう片面は中央付近を平滑に整形しやや窪み、全体に煤が吸着する。また突出部分下半の両側か

ら孔を穿ち貫通するが、左右の穿孔進入角度がずれがあるため内部は不整形となる。これは石鍋の転

用品で、突出部分を破損した石鍋の体部または底部に挿入し、穿孔部に金属の留め金具を差し込み固

定して使用する補修具と考えられている註2)。
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【註】

註1）陶質施紬瓦については、佐賀県社会教育・文化財課富士文化財事務所白木原宣氏・西野元勝氏、

島根県教育庁文化財課熱田貴保氏から形体・胎土分析や、系譜などご教示いただき、また類例の窯跡や

瓦についての多くの資料を提供していただいた。

註2）里田原．八児両遺跡において石鍋とバレン状石製品が近接または組み合った状態で出土したことから、

バレン状石製品は石鍋の欠損部を補填する機能を有する、としている。（松尾秀昭2007）
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報告番号 出士遺＃ 器＃ 器形 産｣ 、R‘ 写真Pk 備考
Ⅲ！ 土師器 1

詞
〃
』

‘

■

可

q
■ Ⅲ＃ 土師器 I 2

型

■

q 手捻0成形1
： ⅢI 土師器 I 2

４
１ 手捻り成形1

ⅢI 土師器 I 両
乙

４
１

■
■
０
． Ⅲ！ t師器 碗？ 2

型

I
。

《 ml -t師器 小型lU 2
』

！

！ ⅢI I:師淵 I
『
ロ
グ
．
■

４
１

I 、I 上師器 2
■

I

！ ⅢI 上師器 2
■

！

ⅢI 土師器 2
ロ
ー
■
■
Ｑ

ⅢI i:帥淵 〕
■

４
０
口

Ⅲ1 土師器 2
４
国
ｒ
、

Ⅲ） k師淵 2
ａ
■
■
画

Ⅲ｝ I:帥淵
“
■
■
も

、I -1糊i器 Ⅲ1
必
■
■
も

、I I-.師質土器 壇？
６
４ 2

４
■
■
、

、1 I伽間土器 塩燕1 2
４
己
■
■
『

18 Ⅲ叩 土師蘭土留 塩嚇 2
ｊ
け
１

19 ⅢI 土師簡士淵 塩溌 ７
口 6

20 Ⅲ、 h師簡士淵 塩鴬雛 6
r

J
b I鵬 k師質土器 塩壷 6
r

4 Ⅲ州 k師質上器 塩 6
汀

＆ Ⅲ州 1:師暁上器 MⅢ 6
ゲ
ノ
』 、＃ ｣:師髄I淵 UⅢ 6
『

と 、岬 上製品 土錘 6
”

〃
と Ⅲ1m 上製！Y， 土鈴 6
ゲ
ノ
』 Ⅱ1m >l'l五I灘施柚陶淵 リ 6
『口

呂 Ⅲ凡 施利|陶淵 リ 輸入品‘ 6
U‐

召 H1恥 施袖陶淵 |’ 瀬戸・美濃芽 6
銅
剣
四 Ⅲ岬 施袖陶洲 I 唐津系

り
け 6

q
巴 Ⅲ師 施袖陶器 多jり形皿 》

白 6
q
u Ⅲ恥 施軸陶器 1 ）

■ 6
両

J Ⅲ、
■
Ｄ
Ｊ
咽 紬陶鮒

ｉ
血 京部？ 2 6

3 Ⅲ、
■

｣！ til陶器 2 6
内

。 Ⅲ用 ！ 淵'1陶器 '1 淡路産眠平嫡 2 6
門
司
〕 Ⅲ用 I fill陶柵 リ 現 2 6
q
U Ⅲ用 I ()ll陶器 リ 現 2 6
門
司
〕 Ⅲ応 ルfill陶器

側
上
訓
側 現 2 6

q
U Ⅲ姫 Ⅲ卿11陶冊 リ 現 ｉ

ｆ 6

4 Ⅲ州 Ⅲ卿||陶器
山
剛
則 京・幅 艇身

D

f 6

4 H1雌 施卿!i陶器
ｊ
閑
Ⅱ 京・ｲ蘭 艇升

ｉ
ｆ 6

4 H1肺 施袖陶器 砿 肥前系
し

『 6 肥前京風
4 Ⅲ＃ 施軸陶器 土瓶 唐津系

し

『 6

4 ⅢI 施袖卿 土版 噛津系
ト

『 6

4 ⅢI 施m 小剛釧 6

4 Ⅲ月 施袖胸 iY 6

4 ⅢR 施軸胸 ｆ
日 信楽？ 6

4 ⅢI 施軸胸 嫌 6

4 ⅢR 焼締陶 小鉢 6
属
〕 mR 焼締陶 桶鉢 瀬戸・芙濃系1 6

ins 肥前ti磁 紅IlIl 肥前系 2； 7

5 mH 肥,))i(l'l磁 紅Ⅲ 肥前系 2I 7

5 mR 肥fliJl'l磁 紅IⅢ 肥前系 21
局

イ
■

〕 mR 肥iiij白磁 紅Ⅲ1 肥前茅 2： 7

5 Ⅲ＃ 肥前I'l磁 紅IⅢ 肥前系 21 7
Ｆ
Ｄ mR 肥前白磁 断 2： 7

5 ⅢR Iml康磁器 断 2：
再

ノ

5 ⅢR MKI'I磁 水i 肥前系1 2： 7

5 Ⅲ片 '五l旅磁器 色絵人形 肥前系1 2： 7

a 、舟 肥前染付
－’L

エョ 肥前系 2： 7

6 mk 肥前色絵付 肥前系 22 7

6： mR IkI戯染付
陸
で
皿 22 7

6〈 m§ 肥前染付 杯 肥前系 22
~

』

6 、印 肥前染付 杯 肥前 22 7

61 、月 肥前染付 杯 肥前 22 7

劇 、脳 肥前色絵付 杯 肥前 22 7

61 、脳 肥前色絵f 砿 肥前 22 7

劇 Ⅲ脳 肥前染付 慨 肥前 22 7

6〔 Ⅲ脳 肥前染付 砿 肥前 22 7

別 Ⅲ脳 肥 W染1， 碗 肥前 22 7
７
７ 、脳 肥 W染1， 碗 肥前 22 7

7 Ⅲ脳 肥 ill染f. 碗 肥前 22
弓

イ
毎

f Ⅲ胴 肥 iif染 I 碗 肥前 22
ｅ
〃
門 Ⅲ胴 肥 ill染 I くらわんか砿 肥前系 22 7

7〔 、脳 肥 ､染 I くらわんか碗 肥前系 22

7’ 、剛 肥 w染 1。 碗 肥前系 22

7 、脳 肥 11染 1． 碗 肥前系 22

7， 、脳 肥 川染 1． 大I 肥前系 22

7’ Ⅲ胴 肥前染1I． 広東碗 肥前系 22

8’ 、剛 肥前色絵1，1 鉢 肥前系 22

I H1剛 肥ilir染付 瓶 肥前系 22

8 Ⅲ脳 染付 瓶 肥前系 22

8 Ⅲ脳 肥前染付 輪ｲⅢ 肥前系 2（

8 IⅡ脳 肥iVJ染付 Ⅲ1 肥前系 2：



報告番号 出土過柵 器イ 器ﾅ 産地 肱‘ 写真Plz 伽考

85 Ⅲ肘 肥前染 Ⅲ1 肥前系 2 l
■

郡 、脳 肥前染 絵花Ⅲ1 肥前系
、

盃
1
面

87 Ⅲ届 肥M染 くらわんかⅢ 肥前系 2 1
両

錦 、咽 肥.fft染 皿 肥前系 2 1
句

89 Ⅲ咽 肥前染 皿 肥前系 2 1
句

例 Ⅲ届 色絵fi 皿 2 1
句

9』 Ⅲ届 中HI白磁 皿 国 2
国
司
“
『

蛇 Ⅲ廟 中腹|白磁 皿 中国 2
型

】

獣 Ⅲ胴 'I岡白磁 皿 中国
『

型
!

9 Ⅲ脳 811m白磁 皿 中国
ざ

召
！

9｛ 、隅 111国白磁 皿 中国
グ
ノ
。

:

馴 Ⅲ脳 中岡白磁 碗 中国
グ

召
、

9‘ Ⅲ胆 中I副白磁 碗 中国 23 、

劇 Ⅲ用 .|.S|白磁 碗 中国 23 、

劇 Ⅲ用 "I'M白磁 碗 中国 認

lⅨ Ⅲ凧 I|咽白悶 碗 中国 23

10】 Ⅲ脳 『I'M背舶 碗 轍泉窯芽 23

l唖 Ⅲ用 中'五l背閥 碗 醜泉窯罫 23

1Ⅸ Ⅲ用 中'五l青闇 碗 岨泉窯昇 23

104 Ⅲ雁 中'五l青閉 碗 脳泉窯系 羽

10〔 Ⅲ臆 青花 儀頭心碗 景徳鎮窯系 23

lⅨ ⅡI雁 青花 鰻頭心碗 紫徳鎮窯系 23

101 Ⅲ層 輸入染付 Ⅲ1 東南アジア1 23 転用品？

'昭 、届 背花 皿 23

l的 m肘 w花 Ⅲ1 23

110 、肘 Vf花 Hll 23

11 Ⅲ肘 Vi-花 怨笥底11 揮州窯系？ 23

112 Ⅲ届 青花 舞笥底Ⅲ 漁州窯系？ 23

113 SDH 土師賀土器 塩煮蓋 24

11 SDH 土師＃： 杯 別

115 SDH 磁 碗 型

116 SDM 肥前染11 碗 肥前芽 24

117 SDH 肥前染11 碗 肥前丹 24

118 SDIイ 肥前染1;I 簡型碗 肥前男 24

119 SD冊 肥前白砿 ミニチュアI［ 肥前升 24

120 SD冊 肥前白磁 紅Il 肥前升 24

12 SD11 肥前粁脳 碗 肥前升 24

122 SDI陰’ 肥M染｛I I 肥前升 24

123 SDI’ 肥m色絵ｲﾘ 碗 肥前卸 24

124 SD卜’ 肥前卵 1． 11 肥前升 24

125 SDII 肥ll似！ I。 輪花皿 肥前升 別

126 SDI 肥前染1I. Il 肥前計 24

127 SD卜 肥前染1↑ 瓶 肥前計 24

128 SDI 施軸陶器 篭 唐津升 24

129 SDf 施軸陶器 篭 京・信楽系？ 24 腿11

l3C SDl 施紬陶器 碗 現川 24

131 SDf 施軸陶器 碗 現川 24

132 SDI 施軸陶器 碗 京・信楽系 鯉

133 SDI‐ 施軸陶器 瓶 唐津升 鯉

1劃 SDH 施軸陶器 土』 京都 割

13［ SDH 施紬陶器 土＃ 京都 24

13（ S”2 土師聯 杯 24

137 Sm1 施袖陶器 片口鉢 唐津計 24

l3f SD的 土師#I 杯 24

13〔 SDⅨ 師： 杯 24

14（ SDO9 師： 杯 24

41 SDⅨ 師： 杯 24

42 SDⅨ 肥 1染f 碗 肥前易 24

43 SDⅨ 施袖陶器 鍋 唐津』 別

44 S” 焼締陶器 蓋 割

45 S” 土師別 坪 別

46 S” 土師別 Ⅲ 別

47 SⅨ賂 土師淵 坪 別

48 SDO3 施軸陶器 碗 現Ⅱ 24

49 SD妬 師f 杯 24

釦 SD髄 師； 将 21

51 SD“ 師＃ 好 21

151 SD碗 師； 杯 別

l駁 S班 背花 舞笥底皿 涼州窯系‘ 割 転用硯‘

l験 S邸 肥前染付 伽 肥前系 24

l駁 S班 土製I 土』 24

l駁 SPl38 肥前色絵付 砿 肥前系 2喝

151 胞衣壷遺側 施淵l陶器 土瓶 暦津系 2〔

1国 SXO3 器 打 27 1

151 SXO3 師器 杯 21 11

l劇 SXO3 師器 櫛 21 ｛

16 SXO3 師器 櫛 21

16： SX鯛 瓦髄土器 火鉢脚 21

16； SX伽 青ｲI 揮州窯系 21

16 SXO3 背ｲI 禅州窯系 27

161 SXO3 施軸陶鮒 天目茶碗 瀬戸・美浪系昇 27 I

18 SXO3 施紬陶器 瀬戸・美濃系弄 21 I 織部？

16‘ SXO3 施紬陶器 述水 朝鮮半島 21 I 貝目跡

13 VK 土師器 何 21 I
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報告番号 州土過柵 器抑 器〕 産側 fig 写真Pla． 備司
169 V鼎 土師＃’ 27

170 V用 t師器 27 1

17 V脳 土師#I 27

172 V脳 土師:I ｡

27

73 V胆 土師剛 27

訳I V胴 土師蘭土器 凡タ 27

75 V脳 瓦蘭土器 27

76 V脳 花 蓮子碗 紫徳鎮蕪芽 27 I

77 V届 ff花 緋笥底Ⅲ1 涼州窯系？ 27 I

78 V脳 lY花 Ⅲ 27

179 V脳 施袖陶器 砿 唐津系 27 I

l帥 V胴 土製‘； 土＄ 27

18 S”5 『上師＃ Ⅲ 28

182 S即5 上師淵 小型坪 28

縄 Sm5 土#I
l

i 小型坪 28

［ S”5 土RI
１
．
８ 大型坪 28

85 Sm5 ．I洲
I

i 大型坪 28

86 Sm5 中I萱11 闇 iⅢ 中国 28

87 S”5 '¥mi砿 Ⅲ 中国 28

錦 Sm5 背イ 碗 28

89 Sm5 w花 蓮子断 景徳釧窯系 28

卯 SⅨ)5 背花 [Ⅲ 2｛
〔
輯 SⅨ)5 凡簡土器 火＄ 2［
〔
し SⅨ)5 施袖陶器 小型1m 朝鮮半脇 2〔 灰ft沙器
〔
も。 sDO5 焼締め陶淵 揃3 M.波 2〔
［
凶 sDO5 施袖陶器 鉢 2［
に
』 SDO5 土製1W 士＄ 2〔
Ｅ
写 SD05土師器制ま’ 上師H 小刑ド 2〔 塁響
191 SD05土師器淵ま’ 土師器 小K州 2〔 墨笹
19〔 SD05土師器淵ま’ VM'i 小型ヤ 2〔

lⅨ SD05土師器淵まI 止師器 小型脚 2〔

2Ⅸ SDO5土師器淵まI 1ﾕ師淵 小型州 2〔

20］ SDO5土師器洲ま’ 土師器 小型卿 2〔

202 sDO5土師器淵まI 土師器 小型柵 2〔

203 SDO5土師器淵まI -k帥淵 小I 2〔

2伽 SD05土師器柵まI 上師H 小型州 2〔

20E SD05土師器柵まI 土Ii 聯 小型例 2〔
4

14

2(X SDO5土師器柵まI 上1 畔 小､州 2［
I

r4

201 sDO5土師器柵まI -kISw 小別冊 2〔

208 SD05土師器淵ま 土II 小西州 2［
1

14

2Ⅸ SDO5土師器柵ま 1:18118 小茜州 2［ ｜,.

21〔 SDO5土師器淵ま I川jサ 小型刊 26
４
４

21】 SD05土師器淵ま 土師器 小型判 2［
４
１

212 SD05土師器柵ま 上師サ 小型料 2［

213 SDO5土師器柵ま t師# 小型判 2f
４
．

214 SDO5土師器柵ま t師# 小!(州 2［

21E SDO5土師器棚まI hfliliv! 小fflfl 2モ

21（ SDO5土師器溜まI 土師淵 小型材 2〔

217 SDO5土師器淵まi 土師サ 』 2f

21f SⅨ)5土師器溜まi M11jサ 』 28

21§ SD05土師器淵まI t師淵 』 28
１
．

22〔 SD05土師器淵まI t.Cilig
■
４
月
一

2喝

221 SDO5土師器淵まI 上師＃
ｊ
月

2＄

222 SD05土師器淵まI 土師サ 1 2＄

223 SDO5土師器溜まI 土師＃
』

月 2f

2別 SD05土師器溜まI 土師＃
■
ｄ
一
月

2＄
０
４

22E SDO5土師器洞まI k師＃ ■ 壁 11

226 SD05土師器淵まi 北師＃ 1 2＄
１
．

227 SD05土師器溜ま！ -1:師： 』 2名
I

。 拠刺
228 SD05土師器淵まI l側il 』 28

229 SDO5土師器淵まI k師I ■ 28

23（ SDO5土師器淵まI -k師＃ q 2＆

23】 SDO5土師器淵まI 土師＃ 4 28
４
４ Ⅲ排

232 、照 '''1xllt綴 碗 越州； 蕊 安後
233 SDH 'I'Mi磯 碗 越州号 29 安後

報告番号 遡榊 仙剛 形オ 文符 I殖. 写真Pla． 備考
23‘1 、脳 卿 軒力 三つI 3C 3

235 Ⅲ腿 脚 軒Ⅱ 菊花均整唐草 3C 3

236 Ⅲ脳
副

1 3C 3 刻印I佐賀郡今津～‐
237 SDH 軒肘 三つ巴均・整唐草 3〔 3

238 SDH 軒肘 三つ巴・唐草 3C 3

239 SDH 軒II 均整唐草 3C 3 中心飾り不Iリ
240 SDH 1

Ｉ
卜
Ｉ 3C

2‘11 SDH 胸 粁村 三つ（ 3C 3

242 SDH 1 杯ｲ』 三つI 3C 3

243 SDH 1 軒H 三つ【 3C 3

244 SⅨ） 1 1 3C 3 朝鮮半島産1

245 SPl3 1 メ 31

246 SPl3 メ 31

割7 SPl3 メ 31

248 SPl3 』’ 31

249 V凧 メ 31 穿11

250 V臆 1 メ 31












































